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舞鶴、
良い。

@domus_contart

# ヅルいい舞鶴
# my ヅルいい
# 対話集会
# 地域医療

今月の内容
2㌻　  対話集会 市民の声をまちづくりに
4㌻　  安心して受けられる医療提供体制
　　　 の確保へ

市公式 Instagramは
こちら



デジタル化を進めます

子育て施策を分かりやすくします

地域の活動をサポートします

市役所では紙の手続きが多過ぎるなどの意見もヒントに、保育所のオンライン申請をはじめています。また、原則として３年以内に、
市役所での手続きに関わる申請書をデジタル化します。さらに公共施設予約システムを改修し、キャッシュレス対応を可能にします

手厚い産後ケアを求める声や、サービスを利用しやすくするなどの意見もヒントに、母子保健事業を集約した「こども家庭センター」
（今年４月設置）を拠点に、妊娠期から子育て期にわたり切れ目なく相談に応じる体制を強化します

地域で行われている除草など、地域活動の負担が重く、担い手が不足しているという声や、活動を楽しみながらお互いを助け合え
る地域づくりをしたいという意見などをヒントに、地域活動を支援する「元気なまちづくり事業」を強化します

次世代への思いを紡ぐ対話集会 対話集会 市民の声をまちづくりに

市
長
と
高
校
生
ら
意
見
交
換

「
気
軽
に
勉
強
や
交
流
が
で
き
る

場
が
あ
る
と
う
れ
し
い
」。
昨
年
12

月
、西
駅
交
流
セ
ン
タ
ー
の
一
室
で
、

市
内
の
高
校
に
通
う
生
徒
が
市
長

に
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。こ
の
日
は

「
未
来
に
希
望
が
も
て
る
ま
ち
」な
ど

を
テ
ー
マ
に
、集
ま
っ
た
高
校
生
ら

10
人
と
市
長
が
輪
に
な
っ
て
座
り
、

自
由
に
意
見
交
換
。約
２
時
間
に
わ

た
っ
て
話
が
弾
み
、参
加
し
た
１
人

は「
み
ん
な
で
話
し
合
う
こ
と
で
、

違
う
目
線
で
舞
鶴
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

対
話
集
会 

８
回
開
催

本
市
で
は
今
年
度
、現
場
の
声
を

施
策
の
ヒ
ン
ト
に
す
る
と
と
も
に
、

市
民
に
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
を

高
め
て
も
ら
お
う
と
、市
長
自
ら
が

市
民
と
意
見
を
交
換
す
る「
対
話
集

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。集
会
は
、15

～
18
歳
を
対
象
と
し
た「
高
校
生
世

代
編
」の
ほ
か「
赤
れ
ん
が
の
保
存
・

活
用
」や「
地
域
の
歴
史
」な
ど
の

テ
ー
マ
別
に
計
８
回
実
施
。各
回
10

人
程
度
が
参
加
し
、市
政
へ
の
思
い

や
、課
題
の
解
決
に
向
け
た
意
見
が

多
く
集
ま
り
ま
し
た
。

ヒ
ン
ト
を
ま
ち
づ
く
り
に

今
回
は
、参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
や
、各
回
で
集
ま
っ
た
主
な

社会人編 （9月24日開催）

参加者アンケート　感想を教えてください

赤れんがの保存・活用 （10月14日開催）

デジタル化の推進 （10月28日開催）

子ども・子育て （11月12日開催）

地域の歴史 （10月15日開催）

身近な生活環境 （11月5日開催）

多様な性について考える （11月25日開催）

高校生世代編 （12月16日開催）
　18歳～30代の社会人を対象に、若者が活躍でき「魅
力あるまちとは何か？」を一緒に考えました。
参加者：発言者 8 人　傍聴者約 20 人

　赤れんが倉庫群周辺の整備状況などをお伝えし、保存・活
用や今後整備するエリアの活用について一緒に考えました。
参加者：発言者 7 人　傍聴者約 30 人

　デジタル化により市民・行政の両方がより良い方向へ変化
していく姿を想像し、あるべき姿と今できることを考えました。
参加者：発言者 8 人　傍聴者 14 人

　安心して子どもを産み、育てることができる環境づくりな
ど「子育てしやすいまち」の実現について一緒に考えました。
参加者：発言者 9 人　傍聴者 13 人

　歴史・文化遺産の保存・活用のあり方について「探り、学ぶ、
生かす、引き継ぐ」をテーマにして一緒に考えました。
参加者：発言者 15 人　傍聴者 13 人

　身近な生活環境の維持活動（除雪、除草、清掃など）について、
市民と行政による協働や連携強化の方法、新たな担い手が活躍
できる仕組み作りを一緒に考えました。
参加者：発言者 6 人　傍聴者８人

　誰もが安心して暮らすために地域社会はどうあるべきか、で
きることは何か、さらには行政施策のあり方など、多様な性を
テーマに対話を深めました。
定員：発言者 8 人　傍聴者 12 人

　高校生世代（15～18歳）を対象に「自分たちでできるまちづくり」
「未来に希望がもてるまち」について一緒に考えました。
参加者：発言者 10 人　傍聴者約 15 人

【主な意見】
●舞鶴の魅力は「自然豊か」「魚がおいしい」「都会過ぎ
ず田舎過ぎない」
●新しい挑戦を応援してくれる人が多い
●親が子に「舞鶴は何もない」と伝えているので、地元
に愛着が湧かなくなってしまう
●市との対話だけでなく、市民同士でもまちのことを話
す場があれば、まちのために動き出すきっかけになる

【主な意見】
●赤れんがだけでなく市街地や海を含めた全体の構想が必要
●子どもの創造性を育み、近代化の歩みを伝える機能が必要
●習い事の場として活用してみては
●倉庫内に常設の美術館を設置できれば、文化的な雰囲気が
生まれるのでは

【主な意見】
●市役所での手続きには紙が多く保育所などの申請も面倒
●回覧板をデジタル化してはどうか
●市内に高専や近畿能開大京都校があり、KDDI やインフォ
ニックとも関わりがあるので、ITと親和性の高いまちに
● IT への感度が高くなれば舞鶴のブランドも向上するので
は

【主な意見】
●親に用事がなくても、子どもを気軽に預けられるようにな
れば良い（みんなで子育てを支える）
●舞鶴市の子育て支援は充実していると思う
●出産育児一時金の一部を産後サービス限定のクーポンにす
れば、より使いやすくなるのではないか

【主な意見】
●子ども達へ地元史を伝える取り組みが学びにつながる
●地域の歴史にどう関心を持ってもらうかが大切
●公民館などと連携し、次世代に向けたアピールができれば
●楽しみながら、本気で活動している姿を次世代に見せるこ
とが大切

【主な意見】
●地域活動も「楽しく」を心がけて実施するようにしている
●除雪時に雪捨て場が無く困っている
●企業も地域貢献しやすくするための仕組み作りが必要
●地域活動の無償ボランティアに限界がきている。有償で考
える必要がある

【主な意見】
●性はグラデーション、はっきり分けられない
●何もしないのは「平等」ではなく「放置」
●「～らしさ」や「～であるべき」から脱却すべき（同調圧力、
思い込みから解放）

●いろいろな人（生き方）があることを認めることが大切

●他の人と意見交換することで、自分の考えが深まっ
ていくのがおもしろかった
●市長が自分の話に耳を傾けてくれ、うれしかった。
一人ひとりの声がまちづくりにつながるという意識
がもっと広がってほしい
●試行錯誤はありそうだが、対話集会を続けることが
肝心だと思う。市長が進行役を務めていたので、自
身の思いについても、もう少し聞きたかった

【主な意見】
●舞鶴の良いところは、ほどよい田舎で、海があり、近所の人など
と気軽に交流ができること。悪いところは、遊ぶ場所や新しいも
のが少なく、公共交通の利便性が悪いところ
●まちの情報が伝わりにくいので、もっと広報をしてほしい
●気軽に勉強したり交流したりできる場所があれば活用したい

テーマ別の対話集会

主体的に
まちづくりに
関わりたいと
思った（42％）

主体的には難しいが積極的に参
加したいと思った（50％）

特に変わりは
なかった（8％）

意
見
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、そ
れ

を
ヒ
ン
ト
に
し
た
主
な
施
策
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
後
も
、市

民
の
皆
さ
ん
の
声
を
う
か
が
い
、ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、市

民
の
皆
さ
ん
が
ま
ち
へ
の
関
心
を
高

め
ら
れ
る
よ
う
、取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。　
　《
改
革
推
進
課
》

対話集会をヒントにした主な施策

対話集会に
参加して
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　パネラー 一人ひとりから、所属する機関が地域で果
たしている役割、直面している課題等について説明し、
その後、それぞれの課題について議論しました。

【テーマ】医療現場の現状と今後の展望
【コーディネーター】市立舞鶴市民病院病院長 井上重洋氏
【パネラー】❖京都府立医科大学医療センター所長  
加藤則人氏❖舞鶴医療センター院長 法里高氏❖舞鶴共
済病院病院長 沖原宏治氏❖舞鶴赤十字病院院長 片山
義敬氏❖舞鶴医師会会長 隅山充樹氏

第二部パネルディスカッションの内容を一部紹介

来場者からパネラーへの質問と
回答を一部紹介

Q. 平成 23 年の中丹地域医療再生計画がいっ
たん白紙になり、各病院で機能分担するこ
とになった。その後、10 数年が過ぎ、舞
鶴の医療体制は悪くなったと思う。将来的
に病院統合の話はどうなのか。

A. 今すぐ再編統合ではなく、効率化でき
るところから努力する。再編統合は避
けて通れないかもしれないが、何より
安心して医療が受けられることが大事
だと考えている。

A. 病院の統合や再編の議論が進んでいる
地域もあるが、安全安心な地域医療を
どのように担保するのかを第一に考え
たい。考える会でも、統合再編の議論
の必要性について意見が出ていた。一
つの選択肢として、今後考えていく必
要がある。

Q. 呼吸器疾患、血液疾患、腎臓病の常勤医は
舞鶴にいない。場合によっては北部医療セ
ンター ( 与謝野町）、福知山市民病院（福
知山市）に行かないといけない。市内に呼
吸器と血液の常勤医を配置できないか。

A. 各場所に各専門医を全てそろえても、そ
の体制に見合った患者の数があるという
わけではなくなってきている。受診形態
を二次医療圏内で考えるなど広域化しな
いといけない。広域化を前提として交通
アクセスを良くするとか、画像データを
共有するとかを考えていかなければなら
ない。各地域に専門医全てをそろえるこ
とは大学の教授も難しいと考えていると
思う。

地域医療シンポジウム

◀シンポジウムのより詳しい内容は

市ホームページに掲載しています

課題テーマ パネラーの具体的発言

医師人材
不足

❖市内の患者総数に応じた医師の総数は足りているかもしれ
ないが、非効率な医師配置が、各病院の医師不足や救急医
療体制に関する課題と関連がある

❖医師を育成する立場（大学）として、同じ病院で医師の数
が多いほど、身近な環境で症例を学ぶ機会も増え、医師の
育成にも貢献する。4 月から働き方改革が導入されること
もあり、効率的な医師配置は、医療の安全と質の向上にも
つながる

看護師
不足

❖医師不足に限らず、看護師不足によって病棟閉鎖につながる
ケースもある。子育てしながら働ける環境や、子育て・介護
で一時期休職しても復帰しやすい環境を整えることも重要

❖公的４病院の看護部長が連携し、病院単体ではなく、病院群
として人材確保策に取り組もうとしている。潜在看護師の確
保も含めて、舞鶴の看護師確保につながることに期待したい

救急医療

❖一次救急（日帰りできる比較的軽症な患者に対応）を担う
機関として、毎週日曜日に開設している休日急病診療所は、
二次救急（手術や入院が必要な患者に対応）を担う二次病
院（公的病院）の負担軽減につながっている

❖福知山市民病院が三次救急（生命に関する重症患者に対応）
を担うが、一刻を争う脳疾患は医療センター、心疾患は共
済病院が担っている

❖課題は平日夜間の内科診療。春からは働き方改革が導入さ
れる。救急医療を守るためには病院間の連携がより重要に
なってくる

❖急な病気やけがで困った時は＃ 7119 など電話相談も有効
である

経営
❖病床稼働率が低下し、経営課題が大きくなっている
❖診療機能の集約化を進めようとしても、収益構造が変化す

ることになり、経営的な課題が生じる場合がある

▪パネルディスカッションまとめ
❖医師や看護師などの人材不足や救急医療体制、経営に関する課題は大き

く、解決策に非効率な医師配置の是正や人材の中央センター化、さら
なる病院間連携などが挙げられた

❖課題解決に向け、各機関はさまざまな努力を行っているが「自助」では
限界にきており、「共助」はもとより、今後は「公助」の取り組みも必
要になる

❖将来を見据え、選択と集中を主とした連携がいいのか、再編も視野に入
れた連携がいいのか、議論を重ねる必要がある。いずれにしても、舞
鶴市の医療のことを第一に考えた検討をすべき

10
年
後
、
20
年
後
の
未
来
で
も

安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
へ

舞鶴医療センター
❖脳卒中センター
❖周産期母子医療サブセンター
❖小児科診療

舞鶴共済病院
❖循環器センター
❖泌尿器科診療

舞鶴赤十字病院
❖リハビリテーションセンター
❖整形外科診療

舞鶴市民病院 ❖慢性期医療を担う医療療養型病院

市内医療機関の特徴的機能

生
計
画（
平
成
24
年
国
承
認
）に
基
づ

く「
選
択
と
集
中
」「
分
担
と
連
携
」を

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、市
内
の
公
的
４

病
院
に
分
散
す
る
診
療
機
能
や
資
源

を
選
択
し
、集
中
す
る
こ
と
で
、診
療

機
能
の
セ
ン
タ
ー
化
を
目
指
し
、施
設

整
備
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た（
左
上

表
）。

「
地
域
医
療
を
考
え
る
会
」を

設
置地

域
医
療
に
対
す
る
市
民
の
関
心

は
高
く
、医
療
ニ
ー
ズ
も
高
ま
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、医

療
を
支
え
る
医
療
従
事
者
の
声
を
さ

ら
に
伺
い
た
い
と
、鴨
田
市
長
の
呼
び

か
け
に
よ
り
、昨
年
５
月
、舞
鶴
市
長
、

舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
、舞
鶴
共
済

病
院
病
院
長
、舞
鶴
赤
十
字
病
院
院
長
、

市
立
舞
鶴
市
民
病
院
病
院
長
、舞
鶴
医

師
会
長
が
一
堂
に
会
し
、医
療
現
場
の

現
状
や
直
面
し
て
い
る
課
題
に
つ
い

て
議
論
を
交
わ
す
場
と
し
て「
持
続
可

能
な
地
域
医
療
を
考
え
る
会
」を
設
置
。

昨
年
５
月
～
今
年
１
月
に
か
け
て
計

５
回
の
会
議
を
開
催
し
、人
材
の
確
保

本
市
の
地
域
医
療
の
変
遷

海
軍
鎮
守
府
が
置
か
れ
た
舞
鶴
市

で
は
、約
10
万
人
の
人
口
に
対
し
て

４
つ
の
総
合
病
院
が
存
在
し
、京
都

府
北
部
の
医
療
の
要
所
と
し
て
全
国

的
に
も
大
変
恵
ま
れ
た
医
療
環
境
を

誇
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
に
入
り
、本
市
周
辺
の
市
町
に

も
、中
核
と
な
る
病
院
の
設
置
や
機
能

強
化
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、近
隣
市
町

か
ら
の
流
入
患
者
が
減
少
。さ
ら
に
近

年
で
は
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が

進
展
し
、市
内
公
的
病
院
の
患
者
数
は

減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、本
市
の
医
療
提
供

体
制
は
、京
都
府
中
丹
地
域
医
療
再

や
救
急
医
療
、災
害
時
医
療
な
ど
に
つ

い
て
活
発
な
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。（
関

連
13
㌻
）

「
地
域
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を

開
催持

続
可
能
な
地
域
医
療
を
考
え
る

会
は
、率
直
な
意
見
交
換
を
行
う
こ

と
も
目
的
の
ひ
と
つ
に
し
て
い
た
た

め
、非
公
開
で
開
催
し
ま
し
た
が
、ど

の
よ
う
な
議
論
を
行
っ
て
き
た
の
か

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
お
伝
え
し
、地

域
医
療
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く

機
会
と
す
る
た
め
、１
月
21
日
に「
地

域
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し

ま
し
た
。第
1
部
で
は
、鴨
田
市
長
か

ら
持
続
可
能
な
地
域
医
療
を
考
え
る

会
の
中
間
報
告
と
し
て
、こ
れ
ま
で
の

本
市
に
お
け
る
地
域
医
療
の
変
遷
や
、

持
続
可
能
な
地
域
医
療
を
考
え
る
会

で
行
っ
て
き
た
議
論
の
概
要
を
説
明
。

第
２
部
で
は
、市
内
公
的
４
病
院
長

と
医
師
会
長
、そ
し
て
京
都
府
立
医

科
大
学
皮
膚
科
学
教
室
教
授
で
あ
り
、

地
域
医
療
を
担
当
さ
れ
る
医
療
セ
ン

タ
ー
所
長
な
ど
、医
療
を
支
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
方
々
に
登
壇
い
た
だ
き

「
医
療
現
場
の
現
状
と
今
後
の
展
望
」

を
テ
ー
マ
に
議
論
を
交
わ
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

議
論
は
、非
効
率
な
医
師
配
置
を

伴
う
医
療
基
盤
に
よ
っ
て
医
師
不
足

や
救
急
医
療
体
制
に
課
題
が
生
じ
て

い
る
側
面
が
あ
る
こ
と
、医
療
の
安
全

や
質
の
向
上
に
加
え
、若
手
医
師
の

育
成
に
求
め
ら
れ
る
環
境
な
ど
に
及

ぶ
と
同
時
に
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

や
４
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
働
き
方
改

革
な
ど
、時
代
の
流
れ
に
関
す
る
洞

察
も
加
え
て
い
た
だ
き
、来
場
者
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、医
療

現
場
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
理
解

が
深
ま
っ
た
と
の
意
見
や
、約
９
割
の

人
か
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
有
意
義
だ
っ

た
と
肯
定
的
な
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

持
続
可
能
な
地
域
医
療
の
確
保
に

向
け
て

今
か
ら
約
20
年
後
の
２
０
４
５
年

に
は
、本
市
の
人
口
は
５
万
８
千
人
に

な
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、今
後
の

医
療
ニ
ー
ズ
や
、担
い
手
の
確
保
な
ど
、

変
化
に
応
じ
た
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

10
年
後
、20
年
後
の
未
来
で
も
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、将
来

を
見
据
え
、医
療
機
能
を
ど
の
よ
う
に

最
適
化
し
て
い
く
の
か
、今
後
の
分
担

と
連
携
の
あ
り
方
は
も
と
よ
り
、再
編

や
統
合
も
選
択
肢
に
想
定
し
な
が
ら
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
医
療
提
供
体

制
を
ど
の
よ
う
に
築
き
上
げ
て
い
く

の
か
、関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

舞鶴医師会所属の
医師など

❖平日の午前・午後、土曜日に外来診療
❖このほか訪問診療、学校医、乳幼児健診、

休日急病診療所など。最近では新型コロ
ナワクチン接種にも従事

身近なかかりつけ医
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上安

城東

倉谷

万願寺トンネル

千日前交差点 国道27号
西舞鶴道路
境谷

七日市

万願寺

今田

舞鶴若狭自動車道

西舞鶴駅

真倉駅

上安久

舞鶴西 IC

京田
京田地区3

菖蒲谷2

上安久地区1大手交差点

175

27

27

　上安久地区では、今年度完了した橋脚の下部７基の一部を使用し、JR舞鶴線を
越える橋桁の設置準備が進められています。この工事は、東西で計4本の道路橋
を整備する計画ですが、両方の橋桁をかける工事が大掛かりなことから、今後、
東側の橋桁を施工し、その後、西側の施工の着手を予定しています。

　新トンネル供用に向けて、新トンネル坑内の舗装や照明、安全設備の設置工事
が実施される予定です。また、新トンネルの東側で、新トンネルから現在の道路
までの道路築造工事も実施される予定です。

　主に舗装工事や区画線の設置、中央分離帯の設置工事、道路改良の工事が
実施される予定です。

　今年度は、道路の拡幅工事及び無電柱化
の工事が実施されていました。
　今後も引き続き、当該箇所での工事が実
施される予定であり、車線の切り替えが複
数回行われる予定です。工事期間中は、ご
迷惑をおかけしますが、通行にはご注意く
ださい。

　西地区の南・北交通を、現国道27号と西舞鶴道路で担うことで、市街地の通
過交通を振り分け、大手交差点などでの渋滞が緩和されます。また、京都舞鶴港
と舞鶴西インターチェンジとのアクセス性向上により物流の効率化が進みます。

　令和4年度末からJR舞鶴線の上空
を除く部分が先行して進められ、令
和5年5月末に完了。
　今後はJR舞鶴線に影響が出ないよ
う、JRと調整し、線路上空の橋桁設
置工事が行われていく予定です。

　白鳥工区では、新トンネルに歩道の設置や、既存トンネルを拡幅し、安全・安
心な通行環境を確保します。また、４車線化することで、慢性的な渋滞の緩和や
東西市街地の連携強化による一体的なまちづくりの促進にもつなげていきます。

　倉谷工区では、西舞鶴道路との接続と4車線化による渋滞の緩和だけでな
く、歩道・自転車道の分離や無電柱化することにより、安全で快適な歩行空
間の確保と災害に強い道路ネットワークを確保します。

新トンネル内の覆工（トンネル内の内側をコンクリートで覆う）工事が今年度の9月
に完了しました。
また、今年度の下半期からは、新トンネル東側坑口の斜面工事も進められています。

　今年度は将来、東向きとなる車線側で、
現在の道路に接続するための擁壁工事が実
施されました。
　また、新トンネル供用に向けた仮歩道の
設置工事も、併せて実施されました。

　今年度は道路北側で、無電柱化工事が進
められました。
　また、倉谷川の暗

あ ん き ょ

渠改修（倉谷川が府道
下を横断する部分の水路改修）といった、
大規模工事も実施されました。

国道 27 号西舞鶴道路　工事進捗状況など 白鳥工区工事進捗状況など

倉谷工区工事進捗状況など

1. 上安久地区《橋脚下部工事》

令和5年1月撮影 （福知山河川国道事務所提供）

掘削工事 防水シート工事

1. トンネル東側《道路改良工事》

1. 倉谷西交差点付近

完成に向けた西舞鶴市街地の道路図

2. 菖蒲谷《市道の付け替え工事など》

２. 新トンネル坑内《覆工工事》

２. 二ツ橋付近《道路改良工事》

3. 京田地区《橋桁の設置工事》

今後の主な工事予定

今後の主な工事予定

今後の主な工事予定

主な事業効果

主な事業効果

主な事業効果

上安久地区 《橋脚（下部工事）》 7基完了
菖蒲谷 《市道の付け替え工事など》 実施
京田地区 《橋桁設置工事》 完了
　　　　　　　　　　 　　　（JR線路上空を除く）

トンネル東側 《道路改良工事》 実施
新トンネル坑内 《覆工工事》 完了

倉谷西交差点付近の工事  実施
二ツ橋付近 《道路改良工事》 実施

今
年
度
進
捗

今
年
度

進
　
捗

今
年
度

進
　
捗

主要地方道小倉西舞鶴線 

主要地方道小倉西舞鶴線 

1 1

1

2 2

2

3

橋脚の
工事を実施
しています

昨年度

昨年度

今年度

今年度

今年度

道路拡幅に
向けて工事中

将来の道路幅(歩道・自転車道も含む)

道路拡幅に
向けて工事中

覆工工事完了N

道路から見たまちづくり−（西舞鶴道路、小倉西舞鶴線）

令和5年1月 撮影 （中丹東土木事務所提供） 令和5年4月 撮影 （中丹東土木事務所提供）

令和5年9月 撮影 （中丹東土木事務所提供）

令和5年5月撮影 （福知山河川国道事務所提供）

令和4年10月撮影 （福知山河川国道事務所提供）令和4年10月撮影 （福知山河川国道事務所提供）

令和5年4月撮影 （福知山河川国道事務所提供）

７基の下部
工事が完了

令和5年11月撮影 （福知山河川国道事務所提供） 令和5年12月撮影 （福知山河川国道事務所提供）

令和5年10月撮影 （福知山河川国道事務所提供）

令和4年8月 撮影 （中丹東土木事務所提供） 令和5年12月  撮影

令和5年12月  撮影

令和5年12月  撮影

約1年で
大きく風景が
変わり
ました

盛土にブロックを積み、
道を造っています
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市の人口と世帯数 人口  76,320 人（ ‐ 88 人）　世帯  34,197 世帯（－ 26 世帯）

男  38,343 人（ ‐ 44 人）　女  37,977 人（ ‐ 44 人）※令和６年２月１日現在の推計人口。（　）内は前月比

　現在の国民健康保険証の有効期限は令和6年３月31
日㈰までです。新しい国民健康保険証を３月中旬～下
旬に世帯主あてに送付します。４月1日㈪からは、新し
い国民健康保険証を医療機関に提示してください。
▪有効期限に注意してください
　令和６年12月2日以降、新たな保険証の発行は終了し
ますが、経過措置により、発行済みの保険証は最大１年
間使用できます（75歳になる人や修学により舞鶴市外
へ転出している人などは有効期限が異なります）。
　有効期限終了後、マイナ保険証を持っていない人に
は引き続き市から「資格確認書」を郵送します。
▪次の場合は届け出を（保険料がかかり続ける場合があ
ります）
❖就職や社会保険の被扶養者になるなど、他の健康保

険に加入した場合…社会保険証（コピー可）を持参
❖修学のために住民票を異動し転出する場合…在学証

明書か学生証（コピー可）など在学が分かるものを持
参

※届け出時は上記の書類の他に、国民健康保険証、世帯
主と対象者のマイナンバーが分かるもの、届出人の本
人確認ができるもの（マイナンバーカード、運転免許
証など）を持参してください。詳細は市ホーム
ページで確認を。右コードからアクセス可

▪一度使ってみませんか？マイナンバーカードの保険
証利用
　転職や引っ越しなどで加入する保険が変わっても、保
険者の手続きが完了次第、マイナンバーカードで受診
できることや、入院時等に必要な限度額適用認定書の
申請手続きが不要になるなど、マイナンバーカードの
保険証利用にはさまざまなメリットがあります。詳細
は厚生労働省ウェブサイトで確認を。右コード
からアクセス可。
▶詳しくは、保険医療課（☎66・1003）へ。

国民健康保険の被保険者証を更新

【
転
出
届
】転
出
予
定
日
の
30
日

前
か
ら
市
民
課
、西
支
所
、加
佐

分
室
で
届
け
出
が
で
き
ま
す
。郵

送
で
の
届
け
出
も
で
き
ま
す
。マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
署
名
用
電

子
証
明
書
付
き
）が
あ
る
人
は
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
ア
ク
セ
ス
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
届
け
出
も
で
き

ま
す
。

【
転
入
届
】転
入
の
日
か
ら
14
日

以
内
に
市
民
課
か
西
支
所
で
届

け
出
を
。転
出
証
明
書
の
発
行
を

受
け
た
人
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。郵
送
で
の
届
け
出
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
い
ず
れ
も
本
人
確
認
の
た
め
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の

身
分
証
明
書
が
必
要
。
代
理
人

が
窓
口
で
届
け
出
る
こ
と
も
で

き
ま
す（
委
任
状
と
代
理
人
の
身

分
証
明
書
が
必
要
）。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
の
届
け
出
】国
民
健
康
保

険
や
福
祉
医
療
、水
道
の
使
用
開

暮
ら
し
の
情
報

市
職
員（
土
木
・
建
築
・
設
備

技
術
職
）採
用
試
験

　
家
屋
の
解
体
や
引
っ
越
し
、水

洗
化
工
事
な
ど
で
く
み
取
り
式

ト
イ
レ
や
浄
化
槽
を
使
わ
な
く

な
る
場
合
は
、最
終
く
み
取
り
・

浄
化
槽
の
清
掃
が
必
要
で
す
。
ま

た
、作
業
完
了
時
に
は「
最
終
く

み
取
り
・
浄
化
槽
清
掃
届
出
書
」

の
提
出
を
。
清
掃
の
依
頼
は
各
地

区
担
当
の
し
尿
収
集
業
者
へ
。
業

者
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

を
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
可
。

　
　
　
　
　
　 《
生
活
環
境
課
》

　
市
で
実
施
し
て
い
る
定
期
予

防
接
種
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
接
種
期

限
が
あ
り
、そ
れ
を
過
ぎ
る
と
有

料
に
な
り
ま
す
。母
子
健
康
手
帳

を
確
認
し
、済
ん
で
い
な
い
予
防

接
種
は
早
め
に
済
ま
せ
、子
ど
も

を
病
気
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
小
学
校
就
学
前
の
１
年
間
に

接
種
す
る
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

（
M
R
）２
期
は
、公
費
負
担
の
接

種
期
限
が
３
月
30
日
㈯
ま
で
の

た
め
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

始
・
休
止
な
ど
手
続
き
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
手
続
き
・
相
談

を
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
可
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　《
市
民
課
》

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

交
付
す
る
住
民
票
や
印
鑑
証
明
、

戸
籍
な
ど
の
証
明
書
の
手
数
料

の
減
額
を
、3
月
31
日
㈰
で
終
了

し
ま
す
。
4
月
1
日
㈪
か
ら
は
、

市
役
所
な
ど
の
窓
口
手
数
料
と

同
額
に
な
り
ま
す
が
、引
き
続
き

便
利
な
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▪
手
数
料
変
更
に
伴
う
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
の
一
時
利
用
停
止

【
日
時
】３
月
27
日
㈬
終
日

【
内
容
】シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
た
め
次
の
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
ま
せ
ん
❖
全
て
の
証
明

書
発
行
❖
戸
籍
証
明
書
交
付
の

利
用
登
録
申
請
❖
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
の
戸
籍
利
用
登
録
申
請

▼
詳
し
く
は
、
市
民
課（
☎
66 

・

１
０
０
１
）へ
。

▼
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課（
☎

65
・
０
０
６
５
）へ
。　

【
対
象
世
帯
と
補
助
額
】

❖
令
和
５
年
度
市
民
税
非
課
税

世
帯
…
令
和
５
年
度
利
用
額
の

２
分
の
１

❖
生
活
保
護
世
帯
、中
国
残
留
邦

人
な
ど
を
支
援
す
る
法
律
の
適

用
を
受
け
る
世
帯
…
令
和
５
年

度
利
用
額
の
全
額

※
い
ず
れ
も
お
や
つ
代
や
保
険

料
な
ど
は
除
く

【
申
請
方
法
】申
請
書
に
必
要
書

類
を
添
え
て
３
月
５
日
㈫
～
22

日
㈮
に
子
ど
も
支
援
課
へ
提
出

（
郵
送
受
付
不
可
）。

▼
詳
し
く
は
、
子
ど
も
支
援
課

（
☎
66
・
１
０
０
８
）へ
。

　
令
和
６
年
度
の
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）は
、今
年
４
月
１
日
の

所
有
者
に
１
年
分
の
税
額
が
か

か
り
ま
す
。
軽
自
動
車
税（
種
別

割
）は
月
割
に
よ
る
還
付
制
度
が

な
い
た
め
、４
月
２
日
以
降
に
廃

車
や
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し

引っ
越
し
の
手
続
き
は
お
早

め
に

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
手
数
料

の
減
額
終
了
と 

一 

時
利
用
停
止

く
み
取
り
式
ト
イ
レ
や
浄
化

槽
を
使
わ
な
く
な
る
時
は

子
ど
も
の
予
防
接
種
は
お
早

め
に

　
令
和
７
年
4
月
採
用
の
土
木

技
術
職
、建
築
技
術
職
、設
備
技

術
職（
電
気
・
機
械
）の
採
用
試

験（
各
専
門
試
験
と
面
接
試
験
）

を
実
施
し
ま
す
。

※
一
般
教
養
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん

【
第
一
次
試
験
日
】５
月
５
日
㈷

【
場
所
】舞
鶴
市
役
所

【
対
象
】大
学
か
短
期
大
学
な
ど

を
卒
業（
見
込
み
含
む
）し
、専
門

技
術
が
あ
る
人（
昭
和
59
年
4
月

2
日
生
ま
れ
～
平
成
17
年
4
月

1
日
生
ま
れ
）

【
定
員
】土
木
技
術
職
5
人 

、
建

築
技
術
職
３
人 

、
設
備
技
術
職

2
人

【
申
し
込
み
方
法
】４
月
17
日
㈬

ま
で
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、
人
事
課（
☎
66
・

1
0
6
6
）へ
。

　
市
で
は
、今
後
進
め
る
計
画
を

策
定
す
る
際
、パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
手
続
制
度（
市
民
意
見
提

出
制
度
）に
基
づ
き
、市
民
か
ら

の
意
見
を
踏
ま
え
て
最
終
案
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、次
の
計
画
案
を
と
り
ま

と
め
ま
し
た
の
で
、皆
さ
ん
か
ら

の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、提
出
さ
れ
た
意
見
は
、

そ
の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
市

の
考
え
方
を
整
理
し
公
表
し
ま

す（
氏
名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ

ん
）。

▪
新
修
・
舞
鶴
市
史
編
さ
ん
実

施
計
画（
案
）

【
内
容
】市
制
施
行
80
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
、本
市
が
歩

ん
で
き
た
歴
史
的
経
過
を
的
確

に
未
来
に
継
承
し
て
い
く
た
め
、

改
め
て
取
り
組
む
市
史
編
さ
ん

事
業
を
計
画
的
か
つ
効
果
的
に

実
施
す
る
た
め
の
計
画

３
月　
日
か
ら
鉄
道
ダ
イ
ヤ

改
正

16

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
の
廃
車
・

名
義
変
更
届
は
お
早
め
に

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
の
市

民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に
補
助

東
地
区
中
心
市
街
地
複
合
施
設　

利
用
停
止

▲ＪＲ西日本
　ＪＲおでかけネット

▲京都丹後鉄道

て
も
１
年
分
の
税
額
が
課
税
さ

れ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
の
所
有
状

況
に
異
動
が
あ
っ
た
人
は
、３
月

末
ま
で
に
届
け
出
を
。

▼
詳
し
く
は
、
税
務
課（
☎
66
・

１
０
２
６
）へ
。

　
3
月
16
日
㈯
か
ら
J
R
西
日

本
・
京
都
丹
後
鉄
道
の
ダ
イ
ヤ

が
改
正
さ
れ
ま
す
。詳
し
い
情
報

は
J
R
西
日
本
、
京
都
丹
後
鉄

道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、Ｊ
Ｒ
舞
鶴
線
、京
都
丹

後
鉄
道
の
ポ
ケ
ッ
ト
時
刻
表
を
、

市
内
の
公
共
施
設
、Ｊ
Ｒ
東
舞
鶴

駅
、Ｊ
Ｒ
・
丹
鉄
西
舞
鶴
駅
で
配

布
し
ま
す（
３
月
16
日
以
降
に
配

布
予
定
）。

  《
企
画
政
策
課
》

　【
募
集
期
間
】３
月
26
日
㈫
ま
で

【
提
出
方
法
】様
式
は
自
由
。
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
記
載
し

「
新
修
・
舞
鶴
市
史
編
さ
ん
実
施

計
画（
案
）に
関
す
る
意
見
」と
明

記
し
、郵
送
か
持
参
、フ
ァ
ク
ス
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
問
い
合
わ
せ

フ
ォ
ー
ム
で
企
画
政
策
課
市
史

編
さ
ん
係（
西
総
合
会
館
２
階
）

へ
。
匿
名
、電
話
、口
頭
に
よ
る

意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

【
計
画（
案
）の
公
表
場
所
】企
画

政
策
課
、市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

西
支
所
、加
佐
分
室
、各
公
民
館
、

ま
な
び
あ
む
、東
・
西
図
書
館
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
。
下
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、企
画
政
策
課（
☎

68
・
９
５
５
６
、ＦＡＸ
77
・
１
８
２

３
）へ
。

　
安
全
確
保
な
ど
の
観
点
か
ら
、

東
地
区
中
心
市
街
地
複
合
施
設

の
利
用
を
3
月
31
日
㈰
で
停
止

し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、産
業
創
造
・
雇
用

促
進
課（
☎
66
・
１
０
２
１
）へ
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続

制
度
を
実
施
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国
民
健
康
保
険
料
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、介
護
保
険
料
、利

用
者
負
担
額（
保
育
料
）の
滞
納
者

に
文
書
や
電
話
な
ど
で
催
告
を
行

い
ま
す
。
支
払
い
能
力
が
あ
り
な

が
ら
納
付
し
な
い
人
に
は
、給
与

や
預
貯
金
の
差
し
押
さ
え
な
ど
の

滞
納
処
分
を
厳
正
に
行
い
ま
す
。

　
や
む
を
得
な
い
事
情
で
納
付

が
困
難
な
場
合
は
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
税
務
課（
☎
66
・

１
０
０
７
）へ
。

　
市
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、長
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の

増
進
に
貢
献
さ
れ
た
人
を
表
彰

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、民
間

社
会
福
祉
施
設
職
員
な
ど
延
べ

77
人
、２
団
体
に
鴨
田
秋
津
舞
鶴

市
長
と
荻
野
隆
三
市
社
会
福
祉

協
議
会
長
か
ら
表
彰
状
を
、ま
た
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ

れ
た
２
人
、４
団
体
へ
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

《
福
祉
企
画
課
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
》

　
都
市
計
画
審
議
会
の
次
の
内

容
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

【
内
容
】市
決
定
…
舞
鶴
都
市
計

画
公
園
の
変
更

▼
詳
し
く
は
、都
市
計
画
課（
☎

66
・
１
０
４
８
）へ
。

　
低
所
得
者
世
帯
で
、専
門
学
校

な
ど
の
技
能
修
得
施
設
に
修
学

す
る
学
生
を
対
象
に
奨
学
金
を

支
給
し
ま
す
。

【
申
請
期
限
】

❖
１
次
…
３
月
21
日
㈭

❖
２
次
…
４
月
22
日
㈪

※
２
次
以
降
随
時
受
け
付
け
あ
り

▼
詳
し
く
は
、中
丹
東
保
健
所（
☎

75
・
０
８
５
６
）へ
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格

な
ど
の
物
価
高
騰
に
よ
る
家
計

へ
の
負
担
増
加
を
踏
ま
え
、
生

活
・
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
支
給
額
】1
世
帯
あ
た
り
10
万
円

【
対
象
・
受
給
手
続
き
】

❖
基
準
日（
令
和
5
年
12
月
1
日
）

に
、世
帯
員
全
員
が
住
民
税
所
得

割
非
課
税
で
あ
る
世
帯（
均
等
割

の
み
課
税
世
帯
）…
支
給
対
象
と

し
て
市
で
確
認
で
き
た
世
帯
へ
、

３
月
上
旬
か
ら
順
次「
申
請
書
」

を
送
付
し
ま
す
。届
い
た「
申
請

書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

❖
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

以
外
で
、令
和
5
年
1
月
～
12

月
の
任
意
の
1
か
月
の
収
入
が

予
期
せ
ぬ
事
情
で
急
変
し
、住

民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
と

同
等
と
認
め
ら
れ
る
世
帯（
家
計

急
変
世
帯
）…
３
月
11
日
㈪
か
ら

「
申
請
書
」を
持
参
か
郵
送
で
福

祉
企
画
課
へ
。
申
請
書
は
福
祉

企
画
課
、生
活
支
援
相
談
課
、西

支
所
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
備

え
付
け
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
郵
送
請

求
希
望
者
は
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
☎

68
・
9
0
1
2
）へ
。

【
申
請
書
の
提
出
期
限
】８
月
30
日

㈮
ま
で

【
支
給
時
期
】市
で
申
請
書
を
受
理

し
た
日
か
ら
約
3
週
間
後

▼
詳
し
く
は
、
福
祉
企
画
課（
☎

68
・
9
0
1
2
）へ
。

３
月
は
滞
納
整
理
強
化
月
間

都
市
計
画
審
議
会
の
結
果

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

給
付
金

市議会３月定例会
（予定）

市議会３月定例会の日程は右表のとおり。
▶詳しくは、議会事務局（☎66・1060）へ。

※日程は変更になることがあります

日時 内容 場所

３月７日㈭10時から 本会議（代表質問）

 市議会議場８日㈮10時から 本会議（一般質問）

11日㈪10時から 本会議（一般質問、議案質疑）

13日㈬９時から 市民文教

予算決算分科会・委員会
 議員協議会室

14日㈭９時から 産業建設

15日㈮13時から 福祉健康

18日㈪９時から 総務消防

22日㈮９時から 予算決算委員会

27日㈬10時から 本会議（委員長報告、討論、採決）  市議会議場

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

みんなが使える

ができました

　
災
害
発
生
時
や
災
害
発
生

の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
手
元
に

確
実
に
、よ
り
分
か
り
や
す

く
防
災
情
報
を
届
け
る
た
め

の
、ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
向
け
ア
プ
リ「
舞
鶴
防

災
ア
プ
リ
」が
で
き
ま
し
た
。

　「
い
つ
か
」で
は
な
く「
今

す
ぐ
」ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
ま

し
ょ
う
。

▼
詳
し
く
は
、
危
機
管
理
・

防
災
課（
☎
66
・
１
０
８
９
）

へ
。

舞鶴防災アプリでできること

そ
の
他
に
も
災
害
時
に
役
立
つ

豊
富
な
機
能
を
搭
載
！

▲「かんたんモード」画面

社
会
功
労
者
表
彰

　西市民プラザの管理運営については、４月以降、
当面の間、市の直営とするよう事務を進めていま
す。
　市が管理運営する場合も、これまでと同様に地
域活動や市民団体の拠点として利用いただける
ほか「親と子の広場」や「スタジオ」などの西市民
プラザが持つ独自の設備を活用し、利用者や地域
とともに、子どもから高校生、現役世代、高齢者
まで多様な世代の市民が集い交流する場となり、
新たなつながりが生まれ、西地区中心市街地に活
気、活力をもたらす施設となるよう努めていきます。
　また、災害の時には、避難所としての機能を確
保し、地域の人が安心して生活していただけるよ
う努めます。
▶詳しくは、地域づくり支援課（☎66・1073）へ。

西市民プラザの運営について

◀ 危険を知らせる防災シグナル ▶

レベル 1 レベル 2 レベル 5レベル 4レベル 3

危険度低 高

技
能
修
得
資
金
等
の
支
給
申
請

舞鶴防災アプリ

舞鶴防災アプリ
で検索今すぐ、

ダウンロード！

  

　
舞
鶴
市
に
危
険
が
迫
る
と
色
の
変
化
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
高
解
像
度
の
雨
雲
レ
ー
ダ
ー
や
台
風
情

報
な
ど
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
気
象
情
報

や
河
川
カ
メ
ラ
、水
位
計
を
確
認
で
き
ま

す
。
ま
た
、雨
雲
接
近
を
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
浸
水
想
定
区
域
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
、

津
波
災
害
警
戒
区
域
、被
害
状
況
な
ど
を

確
認
で
き
ま
す
。

　
開
設
し
て
い
る
避
難
所
や
今
い
る
場
所

か
ら
一
番
近
い
避
難
所
ま
で
の
ル
ー
ト
を

検
索
で
き
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
の
避
難
行
動
計
画（
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
）を
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。

　
多
言
語
対
応（
英
語
・
中
国
語（
繁
体
・

簡
体
）・
韓
国
語
）に
加
え「
か
ん
た
ん
モ
ー

ド
」を
搭
載
。
よ
り
、シ
ン
プ
ル
な
画
面
と

操
作
で
ア
プ
リ
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▪
危
険
が
一
目
で
分
か
る
防
災
シ
グ
ナ
ル

▪
防
災
マ
ッ
プ
で
災
害
リ
ス
ク
を
確
認

▪
開
設
中
の
避
難
所
が
分
か
る

▪
避
難
行
動
計
画（
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
）作
成

▪
気
象
や
河
川
の
情
報
を
い
つ
で
も
確
認

▪
使
う
人
に
合
わ
せ
た
モ
ー
ド
切
り
替
え
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【
有
料
広
告
】

多
く
の
人
に
長
く
愛
さ

れ
、
利
用
さ
れ
る
図
書
館
を

つ
く
る
た
め
、
現
在
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、

話
し
合
う
「
こ
れ
か
ら
の
図

書
館
を
考
え
る
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
平

成
30
年
か
ら
の
議
論
・
提
言
を

踏
ま
え
、
令
和
４
年
12
月
に
策

定
し
た
「
舞
鶴
市
図
書
館
基

本
計
画
」
と
そ
の
方
針
の
説

明
か
ら
始
ま
り
、
こ
れ
か
ら

の
図
書
館
に
必
要
な
機
能
や
、

市
民
と
と
も
に
描
く

こ
れ
か
ら
の
図
書
館
づ
く
り

全
市
域
の
皆
さ
ん
が
活
用
し

た
い
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ

た
ほ
か
、
東
・
西
図
書
館
の

見
学
会
を
開
催
し
、
図
書
館

の
現
状
を
見
る
中
で
、
図
書

館
が
抱
え
る
課
題
や
備
え
る

機
能
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
交
換
が
進
ん
で
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
生
活
に

役
立
つ
こ
れ
か
ら
の
図
書
館

の
姿
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　《
図
書
館
課
》

【テーマ】図書館の良いところ、悪い
ところを言い合おう！これからの図
書館を想像してみよう！

子ども向けの催しが多くて良い！

電子書籍があって良い！

参加者の意見を一部紹介

第1回ワークショップ　

▲ワークショップには 10 ～ 80 代の約
40 人が参加し多くの意見が出される

カフェ、飲食スペースがあり、子どもが
のびのびできる温かみのある図書館に！

建物が古い、狭い、暗い
Wi-Fiなどの設備も不十分

【テーマ】図書館でこんなことができ
たらいいな、こんなことをしてみた
いな

就農相談会や産業
講習会の実施

人が集まり、つながれる場所

広域サービスの実施

ボランティアとして協力できることをしたい

【テーマ】こんな全市域サービスをし
てほしい

まちライブラリーを！

中央図書館と分館をネットワーク化して、
分館でも本の予約・受け取り・返却を可能に

開館時間の延長

自動車図書館が必要！

SNSなどを活用した発信

第2回ワークショップ　 第3回ワークショップ　

司書の人数が少なすぎるのではないか

◀ワークショップの内容は市ホームページに掲載

図書館市民ワークショップ
【日時】3 月 10 日㈰ 13 時 30 分～ 16 時
【場所】商工観光センター
【内容】ワークショップ「中央図書館にこんなス
ペース、こんな設備があるといいな」

【傍聴】先着 10 人（当日会場受付）
【問い合わせ先】西図書館（☎ 75・5406）

次回の

ワークショップ
中間報告

ビジネス交流スペースがほしい

遠隔地レファレンス

　高齢者のスマホの利用促進に向け、スマホ教室
を開催。携帯電話ショップ職員が電話のかけ方や
カメラ・ネット・地図アプリの使用方法を説明し
ました。参加者からは「知らない機能があった。
今後、スマホにもっと慣れていきたい」などの声
がありました。
　このほかにも、2月 7日に多世代交流の一環
として、東舞鶴高校で同校の生徒 19人が、参加
した高齢者とペアになり、ネット検索の仕方や、
無 料 ア プ リ
「LINE」の操作
方法を説明す
る教室が実施
されました。
　

　協定に基づき、市は
日本郵便㈱と連携を取
りながら地域住民サー
ビスの向上につながる
さまざまな取り組みを
進めていきます。
《連携事項》
❖暮らしやすいまちづくりに関すること
❖まちの魅力発信に関すること
❖未来を担う子どもの育成に関すること
❖安全のまちづくりに関すること
❖その他、地域活性化に関すること

「世界青年の船」事業とは、世界
各国から集まった青年と日本の青年
が船内で共同生活をしながら、異文
化交流を通してコミュニケーション
力やリーダーシップ力などを高める
ことを目的に、内閣府が実施してい
る事業です。
今回参加した日本を含む 14か国

の青年約 230 人は、7 班に分かれ
府北部 5市 2町を訪問し、各地域の
特色ある文化や歴史に触れました。
本市を訪れた青年たちは、引き揚

げとシベリア抑留の史実を通じ、恒
久平和のメッセージを発信している
引揚記念館を見学しました。参加者
からは、引き揚げを通じ、平和の大
切さを発信することに対する評価の
声が多く「舞鶴での経験を生かし、
平和の大切さを発信していく」と力
強い意見がありました。
また、舞鶴の伝統的な食文化のひ

とつであり、地域団体商標を取得し
ている「舞鶴かまぼこ」作りも体験
しました。

進む！まいづる！
市政の話題などを紹介

「世界青年の船」が初めて京都舞鶴港に寄港

【市長から】
日本郵便との連携で、市内に 19あ

る郵便局の

活用を進めて、市が今後取り組む「
図書館ネット

ワークの構築」や地域の見守り体制
のより一層の

充実など、市民サービスの向上につ
なげます。

TO

PIC
S 01

2 月 1 日～ 3 日 世界各地の青年が京都府北部地域を訪問、文化交流

TO

PIC
S 02

2 月 2 日 互いの人的・物的資源の活用で、安全・安心
なまちづくりや地域経済の活性化などを目指し締結

日本郵便㈱と包括的連携に関する協定を締結

TO

PIC
S 03

2 月 10 日・14 日・21 日
高齢者に向けた教室を開催

スマホ教室

TO

PIC
S 04

1 月 31 日 災害時の医療体制の確保に向けて締結

舞鶴市と公的病院で災害時における相互
連携に関する覚書を締結
　「持続可能な地域医療を考える会」の協議の中で、災害時の医
療体制が課題として挙げられ、市と公的 4病院（舞鶴医療セン
ター、舞鶴共済病院、舞鶴赤十字病院、舞鶴市民病院）で「災
害時における舞鶴市及び公的病院の相互連携に関する覚書」を
締結。
　災害時に適切な医療が提供できるよう、情報共有や負傷者等
の受け入れなど、相互に協力する内容について定めています。
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［第82号］
男女共同参画情報 かがやき

フ
レ
ア
ス 

訪
れ
る
母
親
た
ち

中
総
合
会
館（
余
部
下
）の
５

階
に
あ
る
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー「
フ
レ
ア
ス
舞
鶴
」。
毎
週

水
・
金
曜
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る

「
一
時
預
か
り
」を
利
用
す
る
た

め
、子
ど
も
を
抱
え
た
女
性
た
ち

が
託
児
ル
ー
ム
を
訪
れ
ま
す
。あ

る
母
親
は
保
育
士
に
子
ど
も
を

託
す
と
、か
ば
ん
か
ら
資
格
試
験

の
参
考
書
を
取
り
出
し
、フ
ロ
ア

内
の
静
か
な
一
室
へ
。真
剣
な
表

情
で
約
１
時
間
30
分
、机
に
向
か

い
ま
し
た
。

一
時
預
か
り 

自
分
の
時
間
を

「
一
時
預
か
り
」は
令
和
４
年

６
月
、親
た
ち
に
、安
心
し
て
子

ど
も
を
預
け
、
自
分
の
時
間
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
始
ま
り
、

今
年
度
は
１
月
末
ま
で
に
約

４
５
０
件
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た
。
保
護
者
が
就
労
し
て
い
る

か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、生
後

４
か
月
～
就
学
前
の
子
ど
も
を

預
け
る
こ
と
が
で
き
、利
用
者
は
、

施
設
内
の
自
習
ス
ペ
ー
ス
で
資

格
試
験
の
勉
強
を
し
た
り
、友
人

と
の
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
と
、自

分
の
た
め
の
時
間
を
思
い
思
い

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
の
た
め 

講
座
開
催

フ
レ
ア
ス
舞
鶴
で
は
こ
の
ほ

か
、働
き
た
い
女
性
た
ち
の
就
職

や
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
後
押
し
す

る
た
め
の
講
座
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、面
接
で
好
印

象
を
持
っ
て
も
ら
え
る
た
め
の

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
講
座
や
、将
来
か

か
る
お
金
に
つ
い
て
考
え
る
マ

ネ
ー
プ
ラ
ン
講
座
な
ど
に
加
え
、

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
売
り
出
す
手
法
な
ど
を

学
ぶ「
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
講
座
」を
開
催
。
受
講
生
10
人

が
、オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
で
の
授

業
を
通
じ
て
、デ
ジ
タ
ル
分
野
へ

の
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

社
会
で
活
躍 

後
押
し
を

一
時
預
か
り
の
利
用
者
や
講
座

の
受
講
者
の
な
か
に
は
、配
偶
者

の
転
勤
や
子
育
て
・
介
護
な
ど
の

家
庭
の
事
情
で
い
っ
た
ん
キ
ャ
リ

ア
を
断
念
し
て
い
た
人
が
、資
格

試
験
の
勉
強
に
打
ち
込
み
、次
の

仕
事
に
つ
な
が
っ
た
例
も
あ
り
ま

す
。
市
で
は
こ
れ
か
ら
も
、よ
り

多
く
の
人
に
フ
レ
ア
ス
舞
鶴
を

利
用
し
て
も
ら
い
、誰
も
が
社
会

に
参
加
し
、自
分
ら
し
く
活
躍
す

る
た
め
の
後
押
し
が
で
き
る
よ
う
、

【開設日】毎週水・金曜日❖９時30分～11時
❖11時15分～12時45分
【対象】生後４か月～就学前
【定員】最大６人程度
【利用要件】原則、保護者は「フレアス舞鶴」内で活動など
を行うこと
【料金】子ども１人につき１回300円
【申し込み方法】利用する前週の平日９～16時に
電話でフレアス舞鶴（☎65・0055）へ。空き状
況は、インスタグラムでも確認可。

「一時預かり」をぜひご利用ください取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　《
人
権
啓
発
推
進
課
》

海
上
保
安
官
の
夫
の
転
勤
で
、

２
年
前
に
市
内
へ
引
っ
越
し
て

き
ま
し
た
。長
男
と
双
子
姉
妹
の

子
育
て
に
追
わ
れ
、慌
た
だ
し
い

毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、

結
婚
前
に
は
写
真
館
の
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
働
い
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、社
会
に
取
り
残
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
焦
り
が
あ
り
ま
し
た
。

「
何
か
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
て

お
き
た
い
」と
考
え
て
い
た
頃
、

フ
レ
ア
ス
舞
鶴
で
開
催
さ
れ
る

「
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
講

座
」を
知
り
ま
し
た
。
今
後
求
め

ら
れ
る
ス
キ
ル
が
習
得
で
き
る

と
感
じ
、受
講
料
も
予
備
校
な
ど

に
比
べ
る
と
安
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、申
し
込
み
を
決
め
ま
し
た
。

実
際
に
受
け
て
み
る
と
、想
像

以
上
に
内
容
が
濃
く
、実
践
的
で

デジタル講座 将来像見えた

し
た
。
講
座
で
は
毎
回
、前
回
の

授
業
内
容
の
要
約
レ
ポ
ー
ト
の

提
出
が
求
め
ら
れ
、確
認
テ
ス
ト

も
行
わ
れ
ま
す
。５
か
月
間
で
対

面
授
業
も
含
め
て
約
１
７
５
時

間
の
受
講
が
必
要
で
、復
習
も
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、つ
い

て
い
く
の
に
必
死
で
し
た
。

そ
れ
で
も
乗
り
越
え
ら
れ
た

の
は
、一
緒
に
受
講
し
た
仲
間
た

ち
や
、夫
が
そ
ば
に
い
て
く
れ
た

お
か
げ
で
す
。双
子
の
妊
娠
・
出

産
で
あ
ま
り
外
出
で
き
ず
、友
人

が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、講
座

を
き
っ
か
け
に
交
友
関
係
が
広

が
っ
た
の
も
大
き
な
収
穫
で
し

た
。
ま
た
、頑
張
っ
て
い
る
私
の

姿
を
見
て
、夫
が
家
事
・
育
児
に

よ
り
積
極
的
に
な
っ
て
く
れ
た

う
え
、職
場
が
テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務

に
理
解
が
あ
っ
た
の
で
、共
に
支

え
あ
っ
て
、何
と
か
乗
り
切
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
、市
内
の
貸
衣
装
店
や

ア
パ
レ
ル
会
社
で
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
予
定
で

す
。
講
座
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

自
分
が
将
来
や
り
た
い
こ
と
が

は
っ
き
り
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
は
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、

突
き
進
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

奥川 ちはるさん

Interview 02

特
許
や
商
標
な
ど
の
知
的
財
産

を
扱
う
職
業
で
あ
る「
弁
理
士
」

を
目
指
し
、昨
年
11
月
に
３
度
目

の
挑
戦
で
最
終
合
格
を
つ
か
み

取
り
ま
し
た
。
現
在
は
、弁
理
士

と
し
て
登
録
さ
れ
る
た
め
の
実

務
修
習
を
受
け
て
お
り
、終
了
後

の
今
年
４
月
か
ら
、東
京
都
内
の

法
律
特
許
事
務
所
で
リ
モ
ー
ト

勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

体
調
を
崩
し
た
両
親
を
世
話
す

る
た
め
に
府
北
部
へ
U
タ
ー
ン

し
た
あ
と
、長
男
の
出
産
を
機
に
、

当
時
勤
務
し
て
い
た
医
薬
品
メ
ー

カ
ー
を
退
職
し
ま
し
た
。
子
育
て

が
ひ
と
段
落
し
た
ら
弁
理
士
と

し
て
働
き
た
い
と
思
い
、育
児
や

介
護
の
合
間
を
縫
っ
て
勉
強
し

て
い
ま
し
た
が
、自
宅
で
集
中
し

て
勉
強
す
る
の
は
難
し
く
、行
き

資格合格 一時預かりのおかげ 牧野 仁美 さん

Interview 01

フレアス舞鶴利用者の声

男女共同参画情報　かがやき

詰
ま
り
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。　

そ
ん
な
時
、知
り
合
い
か
ら
フ

レ
ア
ス
舞
鶴
で
の
一
時
預
か
り

に
つ
い
て
教
わ
っ
た
の
が
、大
き

な
転
機
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
４

月
か
ら
通
い
は
じ
め
、子
ど
も
を

預
け
て
い
る
あ
い
だ
、論
文
試
験

の
対
策
を
し
た
り
、模
試
を
解
い

た
り
し
て
、集
中
し
て
勉
強
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、子
育
て
中
の
仲
間
に
出

会
え
る
こ
と
も
、大
き
な
励
み
に

な
り
ま
し
た
。
自
宅
で
育
児
や
介

護
、勉
強
に
追
わ
れ
る
と
、孤
独

感
に
襲
わ
れ
、気
持
ち
が
落
ち
込

ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
、フ
レ
ア
ス
舞
鶴
に
来

て
人
と
関
わ
る
こ
と
で
、気
持
ち

を
前
向
き
に
切
り
替
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

合
格
が
決
ま
っ
た
時
は
、そ
の

喜
び
よ
り
も「
こ
れ
以
上
、家
族

に
迷
惑
を
か
け
な
く
て
済
む
」と

い
う
安
心
感
が
勝
り
ま
し
た
。
市

内
に
は
、私
と
同
じ
よ
う
に
、育

児
や
介
護
、家
事
に
追
わ
れ
て
、

悩
み
を
抱
え
込
ん
で
い
る
人
も

い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、一

歩
外
へ
踏
み
出
す
き
っ
か
け
に
、

フ
レ
ア
ス
舞
鶴
を
利
用
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

自分らしく 活躍を
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今
回
の
よ
う
な
大
地
震
が
い
つ

舞
鶴
市
内
で
発
生
す
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
今
回
の
経
験
を
い
ざ
と

い
う
と
き
に
生
か
せ
る
よ
う
に
し

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

被
災
地
で
断
水
が
発
生

　
１
月
１
日
に
発
生
し
た
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、激
し

い
揺
れ
に
よ
る
水
道
管
の
破
損

な
ど
で
、被
災
地
の
多
く
の
世
帯

で
断
水
が
発
生
し
ま
し
た
。
水
道

が
止
ま
り
、被
災
し
た
人
々
が
不

便
な
生
活
を
強
い
ら
れ
る
な
か
、

全
国
の
水
道
事
業
者
が
総
力
を

あ
げ
て
、現
地
で
の
支
援
活
動
に

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

本
市
職
員
が
被
災
地
へ

　
舞
鶴
市
上
下
水
道
部
で
も
日

本
水
道
協
会
か
ら
の
応
援
要
請

に
応
じ
、職
員
２
人
が
加
圧
式
給

水
車（
タ
ン
ク
容
量
１・
７
㌧
）で

１
月
15
日
、石
川
県
能
登
町
へ
出

発
し
ま
し
た
。
同
町
で
は
当
時
、

ほ
ぼ
全
域
の
約
６
，１
０
０
戸
で

断
水
が
発
生
。
16
～
18
日
の
３
日

間
に
わ
た
り
、他
の
水
道
事
業
者

や
陸
上
自
衛
隊
と
協
力
し
な
が

ら
、給
水
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。

現
地
で
給
水
活
動

　
現
地
入
り
し
た
職
員
２
人
は
、

給
水
拠
点
と
な
っ
て
い
た
町
役

場
の
支
所
で
被
災
者
ら
に
飲
料

水
を
配
布
。
タ
ン
ク
内
の
水
を
補

充
す
る
た
め
、支
所
か
ら
約
６
㌔

離
れ
た
浄
水
場
を
何
度
も
往
復

し
て
車
両
に
水
を
く
み
上
げ
、３

日
間
で
延
べ
約
７
５
０
人
に
給

水
を
行
い
ま
し
た
。

 今
後
も
支
援
を

　
任
務
を
終
え
た
職
員
は
す
で

に
市
内
へ
戻
っ
て
い
ま
す
が
、被

災
地
で
は
現
在
も
多
く
の
人
々

が
不
便
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
、府
内
の
市
町
の
水

道
事
業
者
で
連
携
し
、被
災
地
の

い
ち
早
い
復
興
に
向
け
て
、支
援

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

被
災
地
で
困
っ
て
い
る
人
の
力

に
な
り
た
い
一
心
で
支
援
活
動
に

手
を
挙
げ
ま
し
た
が
、現
地
で
実

際
に
被
害
の
大
き
さ
を
目
の
当
た

り
に
し
、が
く
然
と
し
ま
し
た
。

断
水
だ
け
で
な
く
、道
路
の
地

割
れ
や
建
物
の
倒
壊
な
ど
の
課

題
が
山
積
し
て
お
り
、現
場
の
職

員
は
何
か
ら
手
を
付
け
る
べ
き
か

い
つ
も
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

舞
鶴
市
内
で
地
震
が
発
生
し
た
と

き
に
も
起
こ
り
う
る
状
況
だ
と
感

じ
、身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

ま
た
、任
務
の
期
間
中
は
、当

時
休
業
中
だ
っ
た
町
内
の
施
設
で

寝
泊
り
し
て
お
り
、蛇

口
を
ひ
ね
っ
て
も
水
が

出
な
か
っ
た
り
、ト
イ

レ
の
水
が
流
れ
な
か
っ

た
り
す
る
生
活
を
実
際

に
経
験
し
ま
し
た
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
当
た
り

前
の
生
活
を
守
る
大
切

さ
を
、上
下
水
道
部
の

職
員
と
し
て
改
め
て
強

く
感
じ
ま
し
た
。

被
災
地
派
遣
で
感
じ
た
こ
と

▲活動内容を決める、町役場での定例会議▲被災地での活動を振り返る、下水道整備課の　　
　羽賀浩係長

　令和２年４月から水道の開閉栓、上下水道料金の収納、メー
ター検針などの業務を民間事業者に委託し、サービスの向上
や業務の効率化を進めています。
　現在の契約が令和6年3月末に終了するため、令和６年４月
1日から５年間の契約について、公募型プロポーザルを実施
しました。その結果、引き続き㈱フューチャーインに業務を
委託することに決定しました。
　新たに給水装置・排水設備の窓口受け付け業務についても
同社に業務委託し、今後とも安定した上下水道サービスを提
供できるように効率的・効果的な事業運営に努めていきます。

　お客様に満足いただけるよう、おもてなしの心で温かみの
ある迅速かつ丁寧な接客を心がけます。また、民間ならでは
の発想により業務の合理化を進め、サービスの更なる向上と
持続可能な上下水道事業の推進に貢献します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　《㈱フューチャーイン》

▲お客様サービスセンター
　上下水道窓口受付

◀
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
作
業

自宅の排水設備の点検を

上下水道窓口等業務
次期委託業者決定のお知らせ

　壊れた「宅内ます」を放置しておくと、足がは
まり危険なだけではなく、雨水や土砂が入り、不
明水の増加や下水道管の
つまりの原因になります。
最悪の場合、下水があふ
れ、宅内の汚水が流れな
くなるので、自宅の「宅内
ます」を定期的に確認す
るなど、排水設備の点検
をお願いします。 ▲壊れた「宅内ます」　　

　のフタ

上下水道に関するお問い合わせ先
【受付時間】平日８時30分～17時15分

問い合わせの内容 電話番号 担当

●水道料金、下水道使用料
●水道の使用開始・中止・検針な

ど
☎ 62・1632

お客様 
サービス 
センター

●にごり水、漏水、水道メーター
交換

●水洗便所等改造資金貸し付け
●水道給水、下水道排水設備の

相談など

☎ 66・1028 経営企画課

舞
鶴
市

上
下
水
道
だ
よ
り

能
登
地
震
被
災
地
へ 

支
援

▲被災地へ出発する上下水道部の職員

▲被災者らに飲料水を配る職員

▲陥没した道路

▲能登町の浄水場で水をくみ上げる本市の加圧式給水車
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略語の見方　時＝日時　　場＝場所・会場　　内＝内容　対＝対象　定＝定員、募集人数　料＝料金
　　　　　　他＝その他　申＝申し込み方法　問＝問い合わせ先

【ご注意】次の場合は記載していません。対 だれでも　定 特になし　料 無料　他 特になし　申 不要

催
し

田
主
誠
版
画
展「
半
画
半
文
半
我
也
」

時
３
月
17
日
㈰
ま
で
、９
時
～
17
時

場
赤
れ
ん
が
３
号
棟
内
版
画
家
の
故
田
主
誠

さ
ん
の
舞
鶴
を
舞
台
に
し
た
版
画
作
品
な
ど

を
展
示
問
文
化
振
興
課（
☎
66
・
１
０
１
９
）

引
揚
記
念
館
企
画
展　
　
　
　
　
　

「
新
収
蔵
品
展
～
記
憶
の
伝
文
」

時
４
月
14
日
㈰
ま
で
、９
時
～
17
時
内
抑
留

生
活
を
描
い
た
回
想
記
録
画
や
収
容
所
か
ら

家
族
に
届
い
た
郵
便
は
が
き
な
ど
計
１
７
２
点

の
展
示
問
引
揚
記
念
館（
☎
68
・
０
８
３
６
）

舞
鶴
子
ど
も
コ
ー
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
。

時
３
月
10
日
㈰
14
時
か
ら
場
総
合
文
化
会
館

内
舞
鶴
子
ど
も
コ
ー
ラ
ス
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

や
舞
鶴
市
文
化
親
善
大
使
の
田
中
彩
子
さ
ん

に
よ
る
ソ
ロ
ス
テ
ー
ジ
な
ど
料
自
由
席
２
，

５
０
０
円（
高
校
生
以
下
無
料
）、特
別
席
５
，

０
０
０
円
問
舞
鶴
子
ど
も
コ
ー
ラ
ス
事
務
局

（
☎
０
９
０・６
３
５
９・８
７
４
５
）

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

時
３
月
12
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時

場
中
総
合
会
館
内
参
加
者
同
士
の
交
流
な
ど

対
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

問
高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・
１
０
１
８
）

西
図
書
館 

（
☎
75
・
５
４
０
６
）

●
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

時
３
月
13
日
㈬
11
時
～
11
時
15
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
遊
び

な
ど
対
０
～
２
歳
児

●「
記
憶
と
つ
な
ぐ 

あ
る
写
真
家
の
物
語
」

写
真
パ
ネ
ル
展 

加
佐
分
館
と
の
コ
ラ
ボ

時
３
月
21
日
㈭
～
26
日
㈫
10
時
～
18
時（
26

日
は
19
時
ま
で
）

内

46
歳
で
若
年
性
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
写

真
家
下
坂
厚
さ
ん
の
作
品
や
関
連
本
の
展
示
。

加
佐
分
館
で
も
他
の
作
品
を
展
示

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

時
４
月
６
日
㈯
11
時
～
11
時
15
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
対
３
歳
以
上

東
図
書
館 

（
☎
62
・
０
１
９
０
）

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

時
３
月
23
日
㈯
11
時
～
11
時
15
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
対
３
歳
以
上

●
赤
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば

時
４
月
２
日
㈫
11
時
～
11
時
15
分
内
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
遊
び
な
ど

対
０
～
２
歳
児

●
読
書
会

時

４
月
６
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
内
小
川

洋
子
著「
猫
を
抱
い
て
象
と
泳
ぐ
」
定
先
着

10
人
申
当
日
ま
で
に
電
話
で
同
館
へ
。

サ
ッ
ク
ス
・
昭
和
演
歌
コ
ン
サ
ー
ト

時
３
月
14
日
㈭
13
時
30
分
～
14
時
15
分
場
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
内
会
員
に
よ
る
サ
ッ

ク
ス
演
奏
問
同
セ
ン
タ
ー（
☎
64
・
３
２
３
３
）

ま
い
づ
る
ミ
ニ
就
職
フ
ェ
ア

時
３
月
14
日
㈭
13
時
30
分
～
15
時
場
総
合
文

化
会
館
内
短
時
間
勤
務
が
で
き
る
市
内
企
業

な
ど
約
８
社
が
出
展
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
舞
鶴

（
☎
75
・
８
６
０
９
）か
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー

ク（
☎
０
７
７
３
・
22
・
３
８
１
５
）

リ
ノ
ベ
体
験
イ
ベ
ン
ト

時
３
月
16
日
㈯
～
17
日
㈰（
１
泊
２
日
）

場space

「K
A

KKO

」集
合
内
空
き
家
を
活

用
し
た
、リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
体
験
で
き
る
ツ

ア
ー
。夜
は
ま
な
び
あ
む
で
交
流
会
を
実
施
し
、

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
舞
鶴
に
宿
泊
定
先
着
10
人

料

６
，０
０
０
円（
Ｄ
Ｉ
Ｙ
体
験
・
宿
泊
代
）

申
３
月
11
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

で
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
舞
鶴
の
宮
下
さ
ん（
☎
77
・

８
０
７
１
）へ
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
可
。

父
子（
お
や
こ
）で
イ
ン
ド
ア
グ
ラ
ン
ピ

ン
グ
＠
ま
な
び
あ
む

時
３
月
23
日
㈯
16
時
～
24
日
㈰
10
時（
１
泊

２
日
）場
ま
な
び
あ
む
内
父
親
と
一
緒
に
夕

食
作
り
や
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
大
会
、卓
球
大
会

な
ど
を
実
施
し
、ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
舞
鶴
に
宿

泊
対
市
内
在
住
の
３
～
15
歳
と
そ
の
父
親

定

10
組（
多
数
の
場
合
抽
選
。
５
組
未
満
の

場
合
は
中
止
）料
２
人
１
組
５
，０
０
０
円（
宿

泊
代
と
朝
・
夕
食
代
。１
人
増
え
る
ご
と
に
２
，

５
０
０
円
追
加
）申
３
月
16
日
㈯
ま
で
に
電

話
で
ま
な
び
あ
む（
☎
64
・
４
０
６
０
）へ
。

お
知
ら
せ

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

▶田辺城資料館、ふるさと発見館（郷土資料館）／毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日
▶総合文化会館、陶芸館／毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）　▶文化公園体育館／第２木曜日　▶東体育館／第３木曜日
▶中公民館／第４月曜日　▶まなびあむ、西・南・加佐公民館、大浦・城南会館／毎週月曜日
▶東図書館／毎週木曜日と祝日（火・木曜日の場合のみ）、毎月の最終火曜日
▶西図書館／毎週月曜日と祝日（月・水・金曜日の場合のみ）、毎月の最終水曜日

施設の
休館日

郷
土
資
料
館
で「
舞
鶴
ふ
る
さ
と
発
見
」

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

時
３
月
17
日
㈰
13
時
30
分
～
14
時
30
分
内
江

戸
時
代
の
測
量
器
具
に
つ
い
て
の
展
示
解
説

料
１
０
０
円（
学
生
50
円
、市
内
在
住
・
在
学

の
学
生
は
無
料
）問
同
館（
☎
75
・
８
８
３
６
）

ふ
る
る
フ
ァ
ー
ム 

（
☎
68
・
０
２
３
３
）

●
親
子
ス
イ
ー
ツ
教
室

時
３
月
23
日
㈯
11
時
～
12
時

内
ス
コ
ー
ン
を
作
る
定
先
着
12
組

料
１
組
２
，０
０
０
円（
材
料
代
）

申
前
日
ま
で
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
で
。下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

●
へ
し
こ
作
り
体
験

時

３
月
24
日
㈰
、４
月
14
日
㈰
、８
月
18
日

㈰
10
時
～
12
時
定
先
着
20
人
対

３
回
と
も

参
加
で
き
る
人
料
５
，０
０
０
円（
３
回
分
）

申
前
日
ま
で
に
電
話
で
。

●
ビ
オ
ト
ー
プ
生
き
物
観
察
会

時
３
月
31
日
㈰
10
時
～
13
時
内
昆
虫
や
水
辺

の
生
き
物
を
観
察
定
先
着
20
人
料
１
，０
０

０
円（
昼
食
付
き
）申
前
日
ま
で
に
電
話
で
。

●
ふ
る
る
冒
険
団

時
４
月
20
日
㈯
～
来
年
３
月
15
日
㈯
に
計
12

回
、10
時
～
15
時
内
大
浦
１
周
大
冒
険
や
カ

レ
ー
作
り
、餅
つ
き
な
ど（
宿
泊
イ
ベ
ン
ト
も

あ
り
）定
先
着
30
人
料
各
回
５
，０
０
０
円

（
宿
泊
の
場
合
は
１
０
，０
０
０
円
）

申
４
月
14
日
㈰
ま
で
に
電
話
で
。

ア
ー
ト
ス
タ
ー
ト 

お
こ
と
の
時
間

時
３
月
24
日
㈰
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
南
公
民
館
内
箏こ

と

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
斗と

い
き
ん

為
巾
に

よ
る
演
奏
と
箏
の
体
験
対
市
内
在
住
の
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
定
先
着
15
組
程
度

申
３
月
11
日
㈪
～
18
日
㈪
に
フ
ァ
ク
ス
か
メ

ー
ル（
左
下
コ
ー
ド
か
ら
読
み
取
り
可
）で
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
と
ま
わ
り（
☎
77
・
５

３
５
５
、ＦＡＸ
77
・
５
３
６
６
）へ
。

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
３
月
25
日
㈪
12
時
10
分
～
12
時
50
分
場
市

役
所
市
民
ホ
ー
ル
内
西
川
ち
さ
と
さ
ん
に
よ
る

ラ
イ
ア
ー
の
演
奏「
星
に
願
い
を
」「
世
界
の
約

束
」ほ
か
問
文
化
振
興
課（
☎
66
・
１
０
１
９
）

日
本
学
校
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
グ
ラ

ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

時
３
月
31
日
㈰
15
時
か
ら
場
総
合
文
化
会
館

内
本
市
在
住
の
８
人
が
在
籍
す
る
京
都
共
栄

学
園
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏「
エ
ル
ザ

の
大
聖
堂
へ
の
行
列
」な
ど

問
文
化
振
興
課（
☎
66
・
１
０
１
９
）

川
井
昭
典「
陶
芸
展
」

時
４
月
１
日
㈪
～
25
日
㈭
10
時
～
16
時

場
・
問

サ
ロ
ン「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」（
☎
63
・

３
０
０
８
、ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

赤
れ
ん
が
コ
ン
サ
ー
ト

時
４
月
10
日
㈬
12
時
15
分
～
12
時
45
分

場
赤
れ
ん
が
５
号
棟
内
府
警
察
音
楽
隊
に
よ

る
演
奏
や
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る
演
技

問
地
域
づ
く
り
支
援
課（
☎
66
・
１
０
７
３
）

教
室

家
計
設
計
セ
ミ
ナ
ー

時
３
月
14
日
㈭
12
時
30
分
～
13
時
30
分

場
総
合
文
化
会
館
内
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
年
収
の
壁
な
ど
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
定
先
着
30
人

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
舞
鶴（
☎
75
・
８
６
０
９
）

帰
っ
て
サ
ク
ッ
と
15
分
ク
ッ
キ
ン
グ

時
３
月
23
日
㈯
９
時
30
分
～
12
時
場
城
南
会

館
対

20
～
40
歳
の
人
定

12
人（
多
数
の
場
合

抽
選
）料
１
，０
０
０
円（
材
料
代
）申
３
月
19

日
㈫
ま
で
に
電
話
か
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で

同
館 （
☎
78
・
１
８
０
０
）へ
。詳
し
く
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。下
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

時 3月16日㈯～24日㈰9時～17時 （入園は16時
まで） 内 鉢植えの展示のほか、ツバキ園とカメリア
ハウスの公開 料 500円(小・中学生は250円）
問 ❖開催期間前…土
木課(☎66・1053）
❖開催期間中…同園
(☎68・0221）

自然文化園 ツバキ園



Wind of Maizuru
毎週木曜日、12時40分～12時50分
舞鶴のイベント情報などを紹介

お役立ち情報やイベント情報などを
広報番組「パブリックラインまいづる」などで
お知らせしています

市の広報番組

10
時
30
分
～
11
時
30
分
定
先
着
各
20
人

料
１
回
１
，２
４
０
円（
別
途
、花
代
１
，５
０

０
円
が
必
要
）

●
イ
ラ
ス
ト
・
似
顔
絵
・
デ
ザ
イ
ン
講
座

時
４
月
～
来
年
３
月
の
第
２・４
水
曜
日
、13

時
30
分
～
15
時
定
先
着
各
５
人

料
１
回
１
，２
４
０
円

●
沖
縄
三さ

ん
し
ん線
講
座

時
４
月
～
来
年
３
月
の
第
１
金
曜
日
、13
時

30
分
～
15
時
定
先
着
各
５
人

料
１
回
９
０
０
円

●
手
芸
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
講
座

時

４
月
～
来
年
３
月
の
毎
週
月
・
火
曜
日
、

13
時
30
分
～
15
時
30
分
定
先
着
各
５
人

料
毎
週
５
６
０
円

●
英
語
発
音
講
座

時
４
月
～
来
年
３
月
の
第
２・４
火
曜
日
、13

時
30
分
～
14
時
30
分
定
先
着
各
５
人

料
１
回
５
６
０
円

《
共
通
》場
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

申
３
月
22
日
㈮
ま
で
に
希
望
す
る
講
座
を
電

話
で
同
セ
ン
タ
ー（
☎
64
・
３
２
３
３
）へ
。

募
集

市
民
農
園
利
用
者

ふ
る
る
フ
ァ
ー
ム
で
は
、日
帰
り
農
園（
畑
）

の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。
４
月
～
来
年

３
月
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

料
１
８
，７
０
０
円

申
日
帰
り
貸
農
園
利
用
申
請
書
と
利
用
希

望
者
ア
ン
ケ
ー
ト（
い
ず
れ
も
窓
口
に
備
え

付
け
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、３
月
22
日
㈮

ま
で
に
郵
送
か
持
参
で
同
フ
ァ
ー
ム（
☎

68
・
０
２
３
３
）へ
。詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
を
。
下
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
。

舞
鶴
市
展
の
出
展
作
品

　
６
月
８
日
㈯
～
16
日
㈰
に
開
催
す
る
舞
鶴

市
展
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

内
洋
画
や
日
本
画
、書
、写
真
、工
芸
美
術

対

15
歳
以
上（
中
学
生
不
可
）。
１
部
門
１
点

ま
で

料
１
点
１
，５
０
０
円（
市
外
在
住
者
は
２
，

０
０
０
円
。
22
歳
以
下
は
無
料
）

他
作
品
の
搬
入
は
５
月
31
日
㈮
13
時
～
20
時
、

６
月
１
日
㈯
10
時
～
12
時
に
募
集
要
項
に
記

載
の
場
所
へ
。

問
総
合
文
化
会
館（
☎
64
・
０
８
８
０
）

海
上
保
安
部（
☎
76
・
４
１
２
０
）

●
海
上
保
安
学
校
学
生（
特
別
）

時
一
次
試
験
…
５
月
12
日
㈰

申
３
月
11
日
㈪
ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

●
海
上
保
安
官（
初
任
科
）

時
一
次
試
験
…
５
月
26
日
㈰

申
３
月
25
日
㈪
ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

《
共
通
》他
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
。下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

大
浦
会
館（
☎
68
・
２
０
１
０
）

●
モ
ル
ッ
ク
初
心
者
講
座

時
３
月
16
日
㈯
10
時
～
12
時

内
木
の
棒
を
投
げ
て
、木
の
棒
を
倒
す
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ
を
学
ぶ

対
市
内
在
住
・
在
学
の
18
歳
以
上

定
先
着
16
人
申
３
月
15
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

●
ピ
ザ
窯
づ
く
り

時
３
月
23
日
㈯
10
時
～
12
時

内
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
購
入
で
き
る
材
料
で

で
き
る
ピ
ザ
窯
作
り
を
学
ぶ
対
市
内
在
住
・

在
学
の
人
定
先
着
20
人
料
３
０
０
円（
ピ
ザ

試
食
付
き
）申
３
月
21
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
。

舞
鶴
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
　
　

（
東
体
育
館
内
、☎
66
・
１
０
６
１
）

●
苦
手
克
服
!
鉄
棒
教
室　
　
　
　
　
　
　

～
前
回
り
・
逆
上
が
り
編
～

時
３
月
24
日
㈰
10
時
～
11
時

場
文
化
公
園
体
育
館
対
４
歳
児
～
小
学
２
年

生
定
先
着
12
人
料
１
，０
０
０
円

申
当
日
ま
で
に
電
話
か
窓
口
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
同
園
体
育
館（
☎
77
・
１
８
５
０
）へ
。

●
大
人
の
フ
ッ
ト
サ
ル

時

３
月
30
日
㈯
10
時
～
12
時
対
高
校
生
以

上
定
先
着
20
人
料

５
０
０
円
申
当
日
ま
で

に
電
話
か
窓
口
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

い
き
い
き
講
座

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

時
４
月
～
来
年
３
月
の
土
曜
日
に
計
13
回
、

観光・イベント・スポーツ
などに関する舞鶴の魅力
をＰＲする動画など

イベントなどの
旬な情報をお届け

公式 Facebook（フェイスブック） 公式ムービーチャンネル（YouTube）公式 LINE アカウント
防災情報、
市政・イベント情報など
←登録は、こちらのコードから

自
衛
官
な
ど

幹
部
候
補
生（
一
般
）（
歯
科
・
薬
剤
科
）、一

般
曹
候
補
生
、医
科
・
歯
科
幹
部
、キ
ャ
リ
ア

採
用
幹
部
、技
術
曹
を
募
集
し
ま
す
。詳
し
く

は
、防
衛
省
・
自
衛
隊
舞
鶴
地
域
事
務
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。左
下
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
可
。

問
同
事
務
所（
☎
63
・
３
２
７
２
）

子
育
て

子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー 

 

（
☎
62
・
０
１
０
３
）

●
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー「
笑
顔
de
子
育
て
」

時
３
月
12
日
㈫
・
18
日
㈪
10
時
～
11
時
30
分

内
子
育
て
の
話
や
意
見
交
換

対
１
歳
６
か
月
以
上
の
子
ど
も
の
母
親

定
先
着
10
人（
ど
ち
ら
も
参
加
で
き
る
人
）

他
託
児
あ
り（
１
人
３
０
０
円
）申
ア
プ
リ「
ま

い
コ
コ
」で
予
約
か
電
話
、受
付
窓
口
で
。

●
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

時
３
月
13
日
㈬
10
時
30
分
～
12
時

内
多
胎
児
親
子
の
交
流
と
情
報
交
換

対
多
胎
児
を
育
て
て
い
る
親
と
そ
の
子
ど
も
、

多
胎
児
を
妊
娠
中
の
人

●
あ
か
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば

時
３
月
26
日
㈫
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
絵
本
の
読
み
語
り
、子

育
て
の
話
、母
親
同
士
の
交
流
な
ど

対
妊
娠
中
の
人
、１
歳
未
満
児
と
そ
の
母
親

《
共
通
》場
中
総
合
会
館

あ
そ
び
あ
む 

（
☎
65
・
５
０
５
０
）

●
１
歳
あ
そ
び
の
体
験 

は
こ
と
あ
そ
ぶ

時
３
月
13
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時

対
１
～
２
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
10
組
申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。

●
わ
く
わ
く
デ
イ

時
３
月
15
日
㈮
９
時
30
分
～
12
時

内
乳
児
専
用
拡
大
ス
ペ
ー
ス
で
自
由
に
遊
ぶ

対
２
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

●
わ
く
わ
く
デ
イ
出
張
読
み
聞
か
せ

時
３
月
15
日
10
時
40
分
～
11
時

内
図
書
館
司
書
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

対
３
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

●
お
父
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
あ
そ
び
の
体
験　

ふ
く
ろ
と
あ
そ
ぶ

時
３
月
17
日
㈰
10
時
30
分
～
11
時
対
４
か
月

～
１
歳
６
か
月
児
と
そ
の
父
親（
夫
婦
で
の
参

加
可
）定
先
着
10
組
申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。

そ
の
他

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

　
国
で
は
、自
殺
者
が
多
い
３
月
を
自
殺
対

策
強
化
月
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
な
い
社
会
を
目

指
し
て
、月
間
中
は
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
、五

老
ス
カ
イ
タ
ワ
ー
、田
辺
城
城
門
を
癒
や
し

の
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
緑
色
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
、啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　《
生
活
支
援
相
談
課
》

山
火
事
予
防
運
動

時
３
月
21
日
㈭
～
４
月
20
日
㈯

内
「
忘
れ
な
い 

山
の
恵
み
と 

火
の
始
末
」を

統
一
標
語
に
管
内
一
円
で
山
火
事
予
防
運
動

を
実
施
。

《
重
点
啓
発
事
項
》❖
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
火

災
が
起
こ
り
や
す
い
場
所
で
は
、た
き
火
を

し
な
い
❖
た
き
火
な
ど
火
気
の
使
用
中
は
そ

の
場
を
離
れ
ず
、使
用
後
は
完
全
に
消
火
す

る
❖
強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、た
き
火
、火
入

れ
を
し
な
い
❖
火
入
れ
す
る
と
き
は
許
可
を

必
ず
受
け
る
❖
た
ば
こ
は
決
め
ら
れ
た
場
所

で
喫
煙
し
、吸
い
殻
の
火
を
必
ず
消
す
。投
げ

捨
て
な
い
❖
火
遊
び
を
し
な
い

問
消
防
本
部（
☎
66
・
０
１
１
９
）

郷
土
資
料
館
臨
時
休
館

　
３
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
は
西
総
合
会
館
工

事
の
た
め
、休
館
し
ま
す
。

問
郷
土
資
料
館（
☎
75
・
８
８
３
６
）

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
・
発
達
障
害　

啓
発
週
間

　
４
月
２
日
㈫
～
８
日
㈪
は
世
界
自
閉
症

啓
発
デ
ー
・
発
達
障
害
啓
発
週
間
で
す
。期

間
中
は
中
丹
東
保
健
所
、赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
、

五
老
ス
カ
イ
タ
ワ
ー
、田
辺
城
城
門
を
シ
ン

ボ
ル
カ
ラ
ー
の
青
色
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る

ほ
か
保
健
所
で
啓
発
物
品
の
展
示
を
行
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　《
障
害
福
祉
・
国
民
年
金
課
》

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】 2021



☆
２
０
２
４
年
Ｕ
15
ア
ジ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
選
手

権
大
会
日
本
代
表
選
考
会

　（
３
月
16
日
、東
京
都
）

❖
57
㌔
級
…
池
田
響
介（
城
北
中
３
年
）

☆
第
42
回
全
国
高
等
学
校
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
抜
大
会

　（
３
月
22
日
～
25
日
、山
口
県
）

　
泉
雄
太
、平
林
優
希
、山
本
翔
我（
以
上
、綾
部

高
２
年
、白
糸
中
出
身
）、霜
尾
和
真
、本
田
総
司
郎

（
以
上
、綾
部
高
１
年
、加
佐
中
出
身
）

☆
第
40
回
J
P
T
A
ピ
ア
ノ
・
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

　（
３
月
26
日・27
日
、東
京
都
）

❖
Ｂ
部
門
…
西
垣
和
葉（
城
南
中
２
年
）

☆
令
和
５
年
度
第
35
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本

中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　（
３
月
27
日・28
日
、三
重
県
）

❖
ダ
ブ
ル
ス
男
子
の
部
…
稲
垣
晴
舜
、
内
藤

理
央（
以
上
、城
南
中
２
年
）

❖
シ
ン
グ
ル
ス
男
子
の
部
…
加
藤
歩
（
青
葉

中
２
年
）

❖
ダ
ブ
ル
ス
女
子
の
部
…
田
口
紗
羽
（
白
糸

中
２
年
）

☆
令
和
５
年
度
風
間
杯
第
67
回
全
国
高
等
学
校

選
抜
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

　（
３
月
27
日
～
29
日
、新
潟
県
）

❖
51
㌔
級
…
池
田
徹
平（
日
星
高
２
年
）

❖
65
㌔
級
…
土
下
泰
和（
日
星
高
２
年
）

❖
１
２
５
㌔
級
…
山
本
煌
誠（
日
星
高
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
以
上
、敬
称
略
）

全
国
大
会
で
好
成
績

☆
第
20
回
全
国
高
等
専
門
学
校
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
２
０
２
３ 　

 

舞
鶴

　（
昨
年
11
月
11
日・12
日
、京
都
府
）

❖
空
間
デ
ザ
イ
ン
部
門 

第
１
位
…
石
髙
五
樹
、

梅
宮
丈
瑠
、
亀
井
俊
輔
（
以
上
、
舞
鶴
高
専
５

年
）

❖
創
造
デ
ザ
イ
ン
部
門 

第
２
位
…
鮫
島
皓
介
、

和
田
亮（
以
上
、舞
鶴
高
専
専
攻
科
１
年
）

❖
構
造
デ
ザ
イ
ン
部
門 

第
２
位
…
石
原
有
佑
子

（
舞
鶴
高
専
５
年
）、井
上
博
之
、平
中
太
朗（
以

上
、舞
鶴
高
専
３
年
）、石
﨑
裕
生（
舞
鶴
高
専
２

年
）、植
西
佐
、荻
野
歩（
以
上
、舞
鶴
高
専
１
年
）

❖
プ
レ
デ
ザ
コ
ン
部
門 

第
２
位
…
佐
々
木

康
介
、椿
井
洋
平
、古
山
奏
、前
吾
一（
以
上
、

舞
鶴
高
専
３
年
）、
水
嶋
奈
緒（
舞
鶴
高
専
１

年
）

❖
プ
レ
デ
ザ
コ
ン
部
門 

第
３
位
…
芦
田
匠（
舞

鶴
高
専
１
年
）

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

☆
第
20
回
全
国
高
等
専
門
学
校
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
２
０
２
３　

  

舞
鶴

　（
昨
年
11
月
11
日・12
日
、京
都
府
）

❖
空
間
デ
ザ
イ
ン
部
門
…
江
田
雪
乃
（
舞
鶴
高

専
専
攻
科
１
年
）

☆
第
11
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

シ
ッ
プ
空
手
道
選
手
権
大
会

　（
昨
年
12
月
17
日
、愛
知
県
）

❖
小
学
４
年
生
女
子
軽
量
…
畠
田
小
夢
芽（
中

舞
鶴
小
４
年
） 全

国
大
会
で
好
成
績
、出
場
者
を
紹
介

domus_contart　　      …

isumin3939               …

pinktonkotsu0            …
今月の

　「#ヅルいい舞鶴」「#myヅルいい」のタグが付いたインスタグラムの
投稿の中から、ピックアップ！投稿者（写真左上がアカウント名）から
のコメントと併せて紹介します。舞鶴の良いところを再発見しましょう。

2月から京都サンガF.C.カラーにラッピングさ
れた特急電車「京都サンガトレイン」。
見栄えのいい伊佐津川の橋の上を通るところ
を撮影しました。何時の列車がラッピングさ
れているのか分からず、気長に何度か挑戦し
て無事に出会うことができました。まだ乗れ
ていないので、次は実際に乗ってみたいと思
います。

友人と手作りの編みぐるみ
「くまお」を持って、能登
半島地震支援チャリティー
イベントに行きました。お
しゃれな赤れんが倉庫で

「くまお」がそろって活動
を応援しました。

大阪から移住し、わんこと
一緒に初めてのお出かけで
ウッディーハウスフェスタ
へ。すれ違う人に「かわい
い」と言ってもらい、わん
こも子どもも笑顔で愛

あいきょう

嬌を
振りまいていました。今月の表紙

—

わんこと子ども
—

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

 in

手作りの編みぐるみ
—

2
0
2
4
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
　 

　
■
■
相
談
会

無
料

内　　容 日　　時 場　所 問い合わせ・その他

仕
事

就職個別相談 3/13㈬・27㈬ 10：00～16：00

ジョブ・サポート
まいづる

ジョブ・サポート
まいづる
☎63・0810

若者サポートステーション出張相談 3/14㈭・21㈭・28㈭ 10：30～15：30

JP カレッジ 3/14㈭ 10：30～12：00
13：00～14：30

就労準備支援個別相談 3/15㈮・22㈮・29㈮ 10：00～16：00

マザーズジョブカフェ巡回相談 3/18㈪ 10：00～16：00

看護職就業相談 ４/８㈪ 13：30～15：00

ひとり親家庭就労相談 3/12㈫・26㈫、4/9㈫ 10：00～16：00 市役所別館 府ひとり親家庭自立支援センター
☎0773・23・2771

看護職就業相談 3/27㈬ 13：30～15：00 ハローワーク舞鶴 府北部看護職支援センター
☎0772・46・9002

教
育 定例教育委員会 3/19㈫ 14：00から 市役所別館 教育総務課　☎66・1070

福
祉

療育相談 3/11㈪・25㈪ 13：30～15：30 支援センター
みずなぎ

生活支援センターみずなぎ
☎64・3766

身体障害者相談 3/15㈮・25㈪、4/5㈮ 13：00～14：30
身障センター 障害福祉・国民年金課

☎66・1033、℻62・7957巡回更生相談 4/12㈮ 13：15～15：00
高齢者・障害者権利擁護相談

（財産管理・遺言・成年後見制度など） 3/21㈭ 13：00から 市役所別館 高齢者支援課　☎66・1012

若年性認知症個別相談 平日   8：30～17：15 オンライン
（市役所でも可） 高齢者支援課　☎66・1018

行
政
・
法
律

行政相談 3/12㈫、4/9㈫ 14：00～15：30

市役所本館
生活支援相談課　☎66・1006

弁護士市民法律相談 3/15㈮ 13：00から

公証人相談 3/19㈫ 13：30～15：30

土地家屋調査士相談 3/19㈫ 13：30～15：30

行政書士相談 4/2㈫ 13：30～15：30

税理士相談 4/3㈬   9：00～12：00

司法書士法律相談 4/4㈭ 13：30～16：30

弁護士多重債務法律相談 3/14㈭、4/11㈭ 17：00～18：30 西駅交流センター

弁護士府民法律相談 3/18㈪ 13：30から 中丹広域振興局 中丹広域振興局　☎62・2500

不動産鑑定評価無料相談会 4/2㈫ 10：00～16：00 西駅交流センター 府不動産鑑定士協会事務局
☎075・211・7662

人
権

人権なんでもお気軽相談（電話も可） 3/11㈪・18㈪・25㈪、
4/1㈪・8㈪

  9：00～12：00
13：30～16：00 法務局舞鶴支局

法務局舞鶴支局　☎76・0858
特設人権相談

3/21㈭ 13：00～16：00 フレアス舞鶴

4/4㈭ 13：30～16：30 中丹広域振興局

女性のための相談室 平日   9：00～16：00 ‐ 女性のための相談室
☎65・0056

健
康

聞こえの相談 3/21㈭ 13：00～16：00 聴言センター 聴言センター
☎64・3911、℻64・3912

出張がん個別相談 3/21㈭ 13：30～15：30 中丹東保健所 府がん総合相談支援センター
☎0120・078・394 

暮
ら
し

FP による家計相談 3/13㈬、4/10㈬ 10：00～15：00
市役所本館 生活支援相談センター

☎66・5001ひきこもり巡回相談 4/5㈮   9：00～12：00

申込優先 
〈先着12人〉

毎週日曜日　９：00～12：00／13：00～17：00
（受け付けはそれぞれ終了30分前まで）

舞鶴市休日急病診療所
（舞鶴医療センター敷地内）　☎63・4970

3/16 ㈯ 開業医の診療終了後
3/17 ㈰ ８：30から

3/20 ㈷ ８：30から
3/30 ㈯ 開業医の診療終了後
3/31 ㈰ ８：30から

3/23 ㈯ 開業医の診療終了後
3/24 ㈰ ８：30から
4/  6 ㈯ 開業医の診療終了後
4/  7 ㈰ ８：30から

舞鶴赤十字病院  ☎75・4175 舞鶴共済病院  ☎62・2510 舞鶴医療センター  ☎62・2680

3/17 ㈰
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）

3/20 ㈷・31 ㈰
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）

3/24 ㈰、4/7 ㈰
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）
舞鶴赤十字病院  ☎75・4175 舞鶴共済病院  ☎62・2510 舞鶴医療センター  ☎62・2680

舞鶴市休日急病診療所の内科一次救急診療

休日・土曜日の救急・急病診療（内科・外科）

休日の小児科一次診療

土曜日に午後の診療がある診療所（小児科、内科系）

※できる限り昼間の時間帯に受診をお願いします。また、軽症など緊急を要しない場合には、できる限り平日　
の診療時間内に「かかりつけ医」での受診を

■小児科…西村医院（浜、☎63・5456）
■内科系…肥後内科医院（浜、☎62・0359）、鳥井医院（倉谷、☎75・3111）

※まずは電話で事前に症状などをお伝えください

※臨時休診の場合あり。診療時間などはお問い合わせを

休
日
診
療

休日に開局している処方せん対応薬局
開局時間 ９：00～17：00　

休日・土曜日の水道修理

献血の日程

3/20㈷ まいづる薬局本店
（桃山町、☎66・3311）

3/24㈰、4/７㈰ まいづる薬局国立前
（倉梯町、☎65・1188）

3/31㈰ フラワー薬局舞鶴店
（浜、☎65・2277）

舞鶴市管工事協同組合（☎080・3770・6767、 
営業時間：8：00～17：00）

3/18㈪ 9：30～11：30 西消防署

3/23㈯ 9：30～11：30 らぽーる西側
広場13：00～15：30

※400㍉㍑のみ。骨髄バンクドナー登録会も同時開催

納期…4/1㈪
国民健康保険料10期
介護保険料10期
後期高齢者医療保険料9期

リサイクルプラザの休場 3/2㈯・10㈰・16㈯・24㈰・29㈮・30㈯、4/7㈰ ごみの収集 3/20㈷は可燃ごみの収集はありません

要申込
〈先着3人〉

各開催日前日の16：00
までに申込〈先着3人〉

3/13㈬8：30～12：00
に申込〈定員11人（抽選）〉

3/13㈬9：00から
申込〈先着8人〉
4/1㈪16：00まで

に申込

要申込

3/15㈮までに
申込〈先着5人〉
3/20㈷16：00

までに申込

４/５㈮17：00までに申込

要申込

要申込
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2月号の人気記事
● １位…語り継がれる舞鶴の民話（70票）
● ２位…ダブルケアでも、あわてない（9票）
● 同数3位…舞鶴で働こう!（5票）
● 同数3位…お知らせ（5票）
　舞鶴の民話について取り上げた記事が1位を獲得しました。「市外から嫁
いで50年以上なのに、知らないことばかり。民話の伝わる場所に一度足を運
んでみようと思う」「一部は知っているけど、知らないこともあり感動した」「こ
の機会に子どもや孫に伝えたい」「郷土に親しみを持ってもらうことができる
ので良い」「若者の活字離れが進む中、これをきっかけに他の物語も興味を持っ
てもらえるのではないか」「舞鶴の歴史を勉強し、いくつかの民話を教えてく
れた亡き父を思い出した」などといったコメントがありました。
　2位を獲得したダブルケアの記事には「他人事ではないと思った」「今後、こ
ういった経験をする人が増え、大変だと思う」「SOSが出せず苦労している人
にこの情報が届き、支援を受けられることを願う」などのコメントがありました。

2月号広報アンケート
● 令和6年能登半島地震では、石川県を中心に大きな被害がありました。皆

さんの災害への備えを教えてください。
　❖リュックを買い、水や薬、食品、お金など最低限の持ち出し物を入れている
❖懐中電灯を枕元に置いている❖非常持ち出し袋の定期点検。先日、水と乾パ
ンを入れ替えた❖水を箱買いでストック❖自主防災研修に参加❖最寄りの避難
所まで行くルートの地図を作成❖家族間の連絡態勢の確保❖ハザードマップや
災害マップで我が家の危険度や避難所の確認 など皆さん災害時に自分や家族
の身を守るために、日頃から準備を進められているようです。災害が起きない
ことに越したことはありません。しかし、いざ災害が発生してからではできること
が限られているので、今一度災害への備えを考えましょう。　　　　《広報広聴課》

広報まいづる
2 月号

声　読者から　
寄せられた声

2月9日時点

2
0
2
4

３
発

行
／

舞
鶴

市
（

〒
6
2
5
-8

5
5
5
 京

都
府

舞
鶴

市
字

北
吸

1
0
4
4
、

☎
6
2
・

2
3
0
0
） ※

☎
…

舞
鶴

市
内

の
電

話
番

号
で

は
市

外
局

番
（

0
7
7
3
）

を
省

略
し

て
い

ま
す

編
集

／
広

報
広

聴
課

（
☎

6
6
・

1
0
4
1
、

ＦＡＸ
6
2
・

7
9
5
1
）　

　
基

本
デ

ザ
イ

ン
、

一
部

編
集

、
印

刷
／

株
式

会
社

コ
ザ

イ
印

刷
所

広報まいづるアンケート
1.「広報まいづる」の内容の満足度は、次のうち

どれですか？
　①大変良い　②良い　③不満　④大変不満
2. 広報まいづる 3 月号で興味・関心を持った記

事は何ですか？
3. 桜の季節が近づいてきました。桜にまつわる

思い出やあなたのおすすめの花見スポットを
教えてください。

応募方法
「はがき（〒625-8555（住所不要）舞鶴市役所
広報広聴課あて）」か「市ホームページ応募フォー
ム（右下コードからアクセス可）」で①アンケー
トの回答 ②住所 ③氏名（ふりがな） ④年齢 ⑤電
話番号 ⑥広報紙や市政への意見などを記入し、3
月 25 日㈪（必着）までに広報広聴課へ。

※応募は１人１回。当選者はアンケート
の全てに回答があった人の中から抽選
で決定。当選者にのみ通知します

※いただいた感想や意見は、匿名で広報
紙に掲載することがあります

昼はランチ、夜は居酒屋と、いつもお客さんでにぎわう「新
八舞鶴城南店」。今回は同店自慢メニューの「新八プリン」の
２個セットをプレゼント。
「こども食堂」も運営しており、地域の子ども達からも愛さ

れている同店の濃厚な味わいのプリンは、店での食後のデザー
トとして食べるだけでなく、お土産としてテイクアウトする
人も多いそう。

食事でお腹が満たされた後の締めに、プリンも一緒に食べ
て、心も満たされませんか。

あなたの意見や感想を
聞かせてください

アンケートに答えて
プレゼントに応募しよう

今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

8名

抽選で

【提供】　新八舞鶴城南店（女布 817-2、☎ 77・0128）

新八プリン（２個セット）

102件

フォーム
88件

はがき
14件

応募件数

10代（2人）

70代（20人）

60代（19人）

応募者
年代

80代（7人）

40代（14人）

50代（25人）

20代（5人）

30代（10人）

（店頭受け取り）
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